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霊
草

海
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鏡
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石

優
楚
尋
青
雲

隠
論
駐
精
魂

道
人
読
丹
経

方
士
練
玉
液

朱
霞
入
窓
編

曜
霊
照
空
隙

倣
脱
樋
木
芝

凌
波
采
水
碧

砂
然
万
里
遊

矯
掌
望
煙
客

、
氷
得
安
期
術

「
雑
体
詩
」

瑛

訳
註

重
野

峰
山
霊
草
多
く

海
浜
奇
石
鏡
か
な
り

鰹
楚
と
し
て
青
雲
を
尋
ね

穏
論
と
し
て
精
塊
を
駐
む

道
人
は
丹
経
を
読
み

方
士
は
玉
液
を
練
る

朱
霞
は
窓
臓
に
入
り

曜
霊
は
空
隙
を
照
ら
す

倣
脱
し
て
木
芝
を
樋
み

波
を
凌
い
で
水
碧
を
采
る

び
!
う
ぜ
ん

砂
然
と
し
て
万
里
に
遊
び

掌
を
矯
、
げ
て
煙
客
を
望
む

永
え
に
安
期
の
術
を
得
な
ば

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
五
)

郭
弘
農
(
遊
仙
)
撲
(
重
野

(
五
)

「よー‘

文ζ

14 

山
互
に
濠
氾
の
迫
る
を
愁
え
ん
や

量
愁
濠
氾
迫

〔
押
韻
〕

O
石
・
液
・
碧
(
入
声
二
十
二
昔
韻
)

O
塊
・
隙
・
客
・
迫
(
入
声
二
十
陪
韻
)

(
『
校
正
宋
本
広
韻
』
十
一
訳
文
印
書
館
影
印
、

一
九
六
七
年
、
に
拠
る
)

〔
校
勘
〕

川
崎
山
多
霊
草
底
本
の
注
に
「
今
案
音
決
、
山
為
磁
」

『
文
選
音
決
』
で
は
「
崎
磁
多
霊
草
」
に
作
る
と
い
う
。

ω方
土
練
玉
液
「
方
士
錬
玉
液
」
〈
校
勘
各
本
〉

mu
朱
霞
入
窓
臓
底
本
の
注
に
「
今
案
紗
音
決
、
霞
為
澱

り
、
『
文
選
紗
』
と
『
文
選
音
決
』
で
は
「
朱
般
入
窓
臆
」
に
作
る
と

い
w

フ。ω倣
腕
撞
木
芝
「
倣
脱
摘
木
芝
」
〈
校
勘
各
本
〉

印
凌
波
采
水
碧
「
凌
波
采
水
碧
」
〈
尤
刻
本
・
拐
刻
本
・
国
子
監

本
・
秀
州
本
〉
、
「
陵
波
一
米
水
碧
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
建
州
本
〉

と
あ
り
、

と
あ

七
七
頁
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[訳〕

太
陽
の
沈
む
果
て
に
あ
る
崎
磁
山
に
は
五
色
の
芝
が
生
い
茂
り
、

東
海
に
あ
る
蓬
莱
は
じ
め
三
神
山
に
は
珍
し
い
石
が
あ
ふ
れ
で
い
る

と
い
う
。

私
も
高
く
青
雲
に
懸
か
る
山
を
探
し
求
め
、

世
を
逃
れ
て
そ
こ
に
自
ら
の
魂
塊
を
落
ち
着
か
せ
る
。

そ
こ
で
は
道
人
が
仙
書
で
あ
る
丹
経
を
読
み
、

方
士
は
長
命
の
仙
薬
を
錬
っ
て
い
る
。

夕
焼
け
に
染
ま
る
赤
い
雲
気
が
窓
か
ら
流
れ
込
み
、

日
の
光
が
壁
の
隙
潤
か
ら
照
ら
す
。

勝
手
気
ま
ま
に
辺
り
の
智
正
芝
を
摘
み
、

波
を
越
え
て
水
玉
を
集
め
る
。

は
る
か
万
里
の
彼
方
ま
で
遊
び
、

手
を
高
く
か
か
げ
て
雲
間
を
ゆ
く
仙
人
を
眺
め
る
。

安
期
が
行
っ
た
長
命
の
術
を
、
水
久
に
続
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

我
が
命
が
濠
氾
に
沈
み
ゆ
く
こ
と
な
ど
全
く
気
に
も
な
ら
な
い
。

{
郭
弘
農
(
遊
他
)
幾
】

七
八
頁

紗
日
、

擬
之
。瑛

①
 

作
遊
他
詩
十
七
首
。
在
集
中
。
今
文
通

郭
景
純
好
他
方
、

景
純
、
河
東
人
。
性
簡
放
不
治
威
儀
、
市
敏
明
朗
有
才
思
。

善
属
文
、
専
心
学
業
。
好
古
文
奇
字
、
妙
於
陰
陽
算
暦
。
有
郭
公
者
、

@
 

瑛
従
之
受
業
。
公
以
主
円
嚢
中
書
九
巻
与
之
、
白
日
疋
遂
洞
天
文
卜
笈
之

③

@

 

術
。
錐
京
一
房
管
絡
不
能
過
也
。
撲
内
人
超
載
嘗
縞
青
嚢
書
。
未
及
読

市
為
火
所
焚
。
所

⑤
 王

敦
関
主
(
有
術
数
、
引
為
参
軍
。
及
敦
起
事
、
令
撲
笈
之
。
瑛
日
、

不
能
往
。
敦
大
怒
、
遂
斬
之
往
。
果
不
成
。
幾
雄
逆
排
吉
凶
、
不
能

自
知
其
死
。

瑛
立
田
中
興
初
、
遊
越
域
。
行
逢
一
人
、
以
袴
摺
賜
之
。
此
人
未
敢

受
市
期
間
主
(
故
。
瑛
臼
、
後
当
知
。
不
須
問
。
及
後
出
市
、
比
人
果
行

刑
駕
。

@

⑦

③

 

雷
居
士
橡
章
記
云
、
呉
猛
与
瑛
、
以
術
数
相
善
、
河
在
王
敦
府
。

知
敦
将
宝
口
撲
、
市
問
日
、
解
命
尽
幾
何
。
答
日
、
下
官
命
尽
中
時
。

又
問
、
猛
之
為
寿
幾
何
。
瑛
云
、
不
可
量
也
。
既
市
生
一
口
撲
、
又
達
収

猛
、
々
入
壁
中
、
忽
然
不
見
。
仇
於
津
渚
附
載
遠
南
。
猛
自
執
政
、

@
 

使
余
人
乗
舟
甚
密
、
閉
輪
戸
、
航
、
王
不
解
。
所
以
久
縞
窺
之
、
果
見
両



龍
爽
舟
市
行
山
上
。
日
未
与
市
至
宮
停
。
故
得
免
袖
。

⑬
 又

云
、
上
遼
道
西
昔
有
石
姥
宮
、
有
大
蛇
。
長
十
丈
、
行
者
吸
皆

之
、
立
市
呑
前
後
。
不
知
一
前
食
之
多
少
、
市
白
骨
為
山
失
。
遼
道
是

七
郡
桂
州
。
行
之
要
不
可
以
絶
。
猛
乃
率
弟
子
市
往
。
蛇
間
関
猛
至
、

逃
子
穴
中
、
気
勢
慧
赫
、
独
難
可
犯
。
猛
乃
士
山
鬼
神
相
与
制
之
。
蛇

出
穴
、
頭
高
数
丈
、
猛
乃
於
後
以
脚
踊
之
、
弟
子
加
斤
斧
駕
。
大
雌

雄
死
、
独
有
小
蛇
。
長
数
丈
得
逸
去
。
今
巴
能
街
人
度
江
、
人
猶
驚

畏
之
。
俗
云
、
此
勉
萄
地
之
精
。
故
特
盛
也
。

@
 

猛
没
章
建
寧
人
。
干
慶
為
為
橡
章
建
寧
令
、
死
己
三
日
、
猛
目
、

明
府
算
暦
未
応
尽
。
似
是
誤
耳
。
今
為
参
之
。
乃
休
浴
衣
裳
、
復
死

於
慶
側
。
経
一
宿
果
相
与
倶
生
。
慶
云
、
見
猛
天
商
田
中
論
訴
之
。
慶

⑬

の

一

郎
子
宝
之
兄
、
{
玉
因
之
作
捜
神
記
。
故
主
ハ
序
云
、
建
武
中
、
所
有
感

起
、
是
用
発
憤
駕
。
今
論
此
者
、
与
者
郭
氏
棺
須
。
故
附
見
之
。

⑪
 

陸
善
経
日
、
晋
書
云
、
瑛
卒
後
、
贈
弘
農
太
守
也
。

紗

に

日

わ

く

、

仙

方

を

好

み

、

集
中
に
在
り
。
今
文
通
之
に
擬
す
。

漢
字
は
景
純
、
河
東
の
人
な
り
。

ざ
る
も
、
而
る
に
敏
に
し
て
明
朗
、

遊
仙
詩
十
七
首
を
作
る
。

郭
景
純

性
簡
放
に
し
て
威
儀
を
治
め

才
思
有
り
。
善
く
文
を
属
し
、

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
五
)

郭
弘
農
(
遊
仙
)
撲
(
草
野
)

学
業
に
専
心
す
。

公
な
る
者
有
り
、

古
文
奇
字
を
好
み
、
陰
陽
・
算
暦
に
妙
た
り
。
郭

瑛

之

に

従

い

て

業

を

受

く

。

公

青

嚢

中

書

九

巻

を
以
て
之
に
与
え
、
是
れ
に
白
り
て
遂
に
天
文
・
卜
笈
の
術
を
、
禍
ら

か
に
す
。
京
一
房
・
管
絡
と
雄
も
過
ぐ
る
能
わ
ざ
る
な
り
。
撲
が
門
人

越
載
嘗
て
青
嚢
書
を
綴
む
。
未
だ
読
む
に
及
ば
ず
し
て
火
の
焚
く
一
政

と
為
る
。

王
敦

其
の
術
数
有
る
を
聞
き
、
引
き
て
参
軍
と
為
す
。
敦

起
こ
す
に
及
び
、
撲
を
し
て
之
を
笈
せ
し
む
。
瑛
日
わ
く
、
往
く
こ

と
能
わ
ず
、
と
。
敦
大
い
に
怒
り
、
遂
に
之
を
斬
り
て
往
く
。
果
た

し
て
成
ら
ず
。
瑛
逆
め
吉
山
を
弁
ず
と
錐
も
、
自
ら
其
の
死
を
知

る
能
わ
ず
。

撲
普
の
中
興
の
初
め
、
越
城
に
遊
ぶ
。
行
く
ゆ
く
一
人
に
逢
い
、

袴
摺
を
以
て
之
に
賜
う
。
比
の
人
未
だ
敢
え
て
受
け
ず
し
て
其
の
故

を
問
う
。
瑛
日
わ
く
、
後
当
に
知
る
べ
し
。
問
う
を
須
い
ず
、
と
。

後
に
市
に
出
ず
る
に
及
び
、
比
の
人
果
た
し
て
刑
を
行
う
。

雷
居
士
の
橡
章
記
に
云
う
、
呉
猛
と
撲
と
、
術
数
を
以
て
相
い
善

し
、
同
に
王
敦
の
府
に
在
り
。
敦
の
将
に
撲
を
害
せ
ん
と
す
る
を
知

り
、
市
し
て
問
う
て
臼
わ
く
、
卿
が
命
幾
何
に
尽
く
る
か
、
と
。
答

え
て
日
わ
く
、
下
官
が
命
中
時
に
尽
き
ん
、
と
。

事
を

又
た
問
う
、

猛
の

七
九
真
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寿
為
る
幾
何
ぞ
、
と
。
瑛
云
う
、
量
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、

に
し
て
撲
を
害
し
、
又
た
達
し
て
猛
を
収
め
ん
と
す
る
に
、
猛
壁
中

に
入
り
、
忽
然
と
し
て
見
え
ず
。
仇
っ
て
津
渚
に
於
い
て
附
載
し
て

遠
く
南
せ
ん
と
す
。
猛
自
ら
政
を
執
り
、
余
人
を
し
て
舟
に
乗
ら
し

む
る
こ
と
甚
だ
密
な
り
。
輪
一
戸
を
閉
め
、
紡
主
解
か
ず
。
所
以
に
久

し

く

窃

か

に

之

を

窺

え

ば

、

果

た

し

て

雨

龍

の

舟

を

爽

み

て

山

上

か
ぞ

に
行
く
を
見
る
。
日
未
だ
与
え
ず
し
て
宮
停
に
至
る
。
故
に
禍
い
を

免
る
る
を
得
た
り
、
と
。

又
た
云
う
、
上
遼
道
の
西
昔
石
姥
宮
存
り
。
大
馳
有
り
、
長
十
丈
、

行
く
者
皆
な
之
に
吸
わ
れ
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
し
て
前
後
を
呑
む
。
食

ら
う
所
の
多
少
を
知
ら
ず
し
て
、
白
骨
山
を
為
す
。
遼
道
は
是
れ
七

郡
の
桂
州
な
り
。
行
の
要
以
て
絶
つ
べ
か
ら
ず
。
猛
乃
ち
弟
子
を
率

い
て
往
く
。
蛇
猛
の
至
る
を
開
き
、
穴
中
に
逃
る
る
も
、
気
勢
審
赫

に
し
て
、
独
り
犯
す
べ
き
こ
と
難
し
。
猛
乃
ち
鬼
神
を
志
し
、
相
い

与
に
之
を
制
す
。
蛇
穴
よ
り
出
づ
れ
ば
、
頭
高
き
こ
と
数
丈
、
猛
乃

ち
後
ろ
よ
り
脚
を
以
て
之
を
臨
み
、
弟
子
斤
斧
を
加
う
。
大
蛇
死
す

と
雄
も
、
独
り
小
弛
有
り
。
長
数
丈
に
し
て
逸
り
去
る
を
得
た
り
。

今
己
に
能
く
人
を
街
ん
で
江
を
度
り
、
人
猶
お
之
に
驚
畏
す
。
俗
に

子
フ
、
此
の
蛇
萄
地
の
精
な
り
。
故
に
特
に
盛
ん
な
る
な
り
、
と
。

と

八

O
頁

既

猛
は
橡
章
建
寧
の
人
な
り
。
子
慶
橡
章
の
建
寧
令
と
為
り
、

て
己
に
三
日
。
猛
日
わ
く
、
明
府
の
算
暦
未
だ
応
に
尽
く
べ
か
ら
ず
。

是
れ
誤
る
に
似
た
る
の
み
。
今
、
為
に
之
に
参
ず
、
と
。
乃
ち
衣
裳
を

休
浴
し
、
復
た
慶
の
側
に
死
す
。
一
宿
を
経
て
果
た
し
て
棺
い
与
侯

に
生
く
。
慶
云
う
、
猛
が
天
酋
田
中
に
之
を
論
訴
す
る
を
見
る
、
と
。

慶
は
却
ち
干
宝
の
兄
、
宝
之
に
因
り
て
捜
神
記
を
作
る
。
故
に
其
の

序
に
云
う
、
建
武
中
、
感
起
す
る
所
有
り
、
日
疋
を
用
て
憤
り
を
発
す
、

と
。
今
此
を
論
ず
る
者
、
郭
氏
と
相
い
須
む
。
故
に
附
し
て
之
を
見

す。

死
し

陸
士
出
口
経
臼
は
く
、

ら
る
る
な
り
、
と
。

晋
童
日
に
云
う
、

瑛
卒
し
て
後
、

弘
曲
演
太
守
を
贈

〔
校
勘
〕

O
郭

弘

農

(

遊

他

)

瑛

底

本

、

李

善

注

目
、
瑛
卒
後
、
贈
弘
農
太
守
」
が
無
い
。

O
所
見
せ
消
ち
に
よ
っ
て
術
字
と
見
な
す
。

O
吸
皆
転
倒
符
に
よ
っ
て
「
皆
吸
」
と
見
な
す
。

O
為

為

街

字

。

O
一
一
一
底
本
、
虫
損
に
よ
り

主主

臼

減
栄
緒
晋
童
日

】一寸

一-
'-

に
作
る
、
が
、

こ
の
記
事
を
載



せ
る
『
捜
神
記
』
等
の
資
料
に
基
づ
き

O
所

有

転

倒

符

に

よ

っ

て

O
者

に
作
る
。

「
有
所
」
と
見
な
す
。

見
せ
消
ち
に
よ
っ
て
街
字
と
見
な
す
。

一向寸

し一円

[訳〕『
文
選
紗
』
に
い
う
、
郭
景
純
は
仙
術
を
好
み
、
「
遊
仙
詩
十
七
首
」

を
作
っ
た
。
そ
の
詩
は
郭
景
純
の
別
集
中
に
存
す
る
。
い
ま
江
文
通

は
そ
の
詩
に
擬
え
た
の
で
あ
る
。

郭
撲
は
字
を
景
純
と
い
い
、
河
東
(
現
在
の
山
西
省
)
の
出
身
で

あ
る
。
生
ま
れ
つ
き
こ
せ
こ
せ
し
な
い
自
由
奔
放
な
性
格
で
、
礼
儀

な
ど
に
は
無
頓
着
で
あ
っ
た
が
、
明
る
く
大
ら
か
で
才
知
に
あ
ふ
れ

で
い
た
。
文
章
を
作
る
の
に
長
じ
、
ひ
た
す
ら
学
問
に
専
念
し
た
。

ま
た
古
文
や
変
わ
っ
た
文
字
を
書
く
の
を
好
み
、
陰
陽
・
暦
法
に
た

い
へ
ん
詳
し
か
っ
た
。
郭
公
と
い
う
者
が
お
り
、
瑛
は
彼
か
ら
教
え

を
を
受
け
た
。
公
は
『
青
嚢
中
書
』
九
巻
を
撲
に
授
け
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
撲
は
天
文
や
卜
笈
の
術
に
精
通
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
か

の
京
一
房
や
管
絡
で
あ
っ
て
も
、
撲
を
凌
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
撲
の
門
人
で
あ
る
越
載
が
『
青
嚢
主
こ
を
盗
ん
だ
こ
と
が

し
か
し
ま
だ
読
み
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
焼
失
し
て
し
ま
っ

あ
っ
た
。『

文
選
集
技
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
五
)

郭
弘
州
国
(
遊
仙
)
撲
(
重
野
)

た

王
敦
は
撲
の
術
数
の
名
声
を
開
き
、
彼
を
起
用
し
て
記
室
参
軍
と

し
た
。
や
が
て
敦
が
謀
叛
を
起
こ
す
際
に
、
瑛
が
こ
れ
に
つ
い
て
占

笈
を
行
っ
た
。
そ
し
て
瑛
は
次
の
よ
う
に
い
っ
た
、
「
行
つ
て
は
な
り

ま
せ
ん
」
と
。
す
る
と
敦
は
激
怒
し
、
そ
の
ま
ま
撲
を
斬
り
殺
し
て

行
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
彼
が
予
期
し
た
と
お
り
反
乱
は
成
功
し

な
か
っ
た
。
瑛
は
前
も
っ
て
吉
凶
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
た
が
、

自
ら
の
死
を
知
り
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

撲
は
晋
の
中
興
年
間
の
初
め
、
越
の
街
に
旅
し
た
。
道
す
が
ら
あ

る
人
に
出
会
い
、
馬
乗
り
袴
を
授
け
た
。
そ
の
人
は
受
け
取
ろ
う
と

せ
ず
、
そ
の
理
由
を
撲
に
尋
ね
た
。
撲
は
い
っ
た
、
「
後
日
そ
の
理
由

が
必
ず
分
か
る
は
ず
だ
。
尋
ね
る
ま
で
も
な
い
」
と
。
後
日
市
街
に

赴
く
と
、
果
た
し
て
こ
の
人
物
が
撲
の
処
刑
を
執
行
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

『
橡
章
記
』
に
い
う
、
「
呉
猛
と
撲
は
、
卜
笈
や
陰
陽
の

術
を
行
う
仲
間
と
し
て
親
交
が
あ
り
、
と
も
に
王
敦
の
屋
敷
に
い
た
。

そ
こ
で
猛
は
敦
が
撲
を
殺
害
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
瑛

に
尋
ね
た
、
『
君
の
命
は
何
時
尽
き
る
の
か
』
と
。
瑛
は
答
え
た
、
『
私

の
命
は
あ
と
半
時
ほ
ど
で
尽
き
る
だ
ろ
う
』
と
。
猛
は
さ
ら
に
尋
ね

雷
居
士
の

八
一
真
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た
、
『
そ
れ
で
は
私
の
寿
命
は
あ
と
ど
れ
く
ら
い
だ
ろ
う
か
』
と
。
撲

は
い
っ
た
、
『
そ
れ
は
と
て
も
量
る
こ
と
が
で
き
な
い
』
と
。
や
が
て

敦
は
瑛
を
殺
し
、
さ
ら
に
猛
を
捕
ら
え
よ
う
と
や
っ
て
来
た
が
、
猛

は
壁
の
中
に
入
っ
て
、
た
ち
ま
ち
姿
、
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て

船
着
き
場
か
ら
船
に
乗
っ
て
遠
く
南
に
向
か
お
う
と
し
た
。
猛
は
み

ず
か
ら
一
切
を
と
り
仕
切
り
、
他
の
人
々
を
船
い
っ
ぱ
い
に
乗
せ
た
。

丸
い
戸
口
を
閉
め
、
船
主
は
そ
れ
を
解
放
し
な
か
っ
た
の
で
、
久
し

く
獄
問
か
ら
外
の
よ
う
す
を
伺
っ
て
い
る
と
、
は
た
し
て
二
匹
の
龍

が
船
を
聞
に
は
さ
ん
で
と
も
に
山
上
へ
向
か
っ
て
行
く
の
が
見
え
た
。

い
ま
だ
日
を
経
ず
し
て
宮
停
ま
で
た
ど
り
着
き
、

逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
」
と
。

そ
れ
ゆ
え
に
難
を

同
じ
く
『
橡
章
記
』
に
い
う
、
「
上
遼
道
の
西
に
、

そ
こ
に
は
大
蛇
が
棲
ん
で
い
た
。
そ
の
身
の
丈
は
十
丈
ほ

む
か
し
石
姥
宮

が
あ
り
、

道
行
く
人
は
み
な
こ
の
大
蛇
に
吸
わ
れ
、

か
ら
下
ま
で
呑
み
こ
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

ど
で
、

た
ち
ど
こ
ろ
に
上

そ
の
食
ら
っ
た
人
は
数
え

そ
れ
は
白
骨
で
山
が
で
き
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

こ
こ
は
交
通
の
要
所
で
決
し
て
絶
つ
こ
と
は
で

そ
こ
で
猛
は
弟
子
を
率
い
て
蛇
の
退
治
に

切
れ
ず
、

郡
の
桂
川
に
あ
り
、

き
な
い
場
所
で
あ
っ
た
。

向
か
っ
た
。

遼
道
は
七

蛇
は
猛
が
や
っ
て
来
た
の
を
開
聞
き
つ
け
る
と
、

穴

σコ
中

八
二
頁

こ
重
む
つ
U

こ
ミ
、

l
y
V
れ
円
、
才
十
j

，刀

そ
の
気
勢
は
轟
く
よ
う
に
激
し
く
盛
ん
で
あ
り
、

ひ
と
り
で
は
と
て
も
退
治
が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
猛
は
鬼
神
を

使
役
し
、
一
緒
に
大
蛇
を
制
す
る
こ
と
に
し
た
。
蛇
は
穴
よ
り
頭
を

数
丈
ほ
ど
出
し
た
と
こ
ろ
、
猛
は
そ
こ
で
後
ろ
か
ら
大
蛇
を
足
で
踏

み
つ
け
、
そ
こ
を
弟
子
た
ち
が
斧
を
振
る
っ
て
斬
り
つ
け
た
の
で
あ

っ
た
。
大
蛇
は
息
絶
え
た
が
、
わ
ず
か
に
小
蛇
が
生
き
残
っ
て
い
た
。

そ
の
身
の
丈
は
数
丈
ほ
ど
で
あ
っ
た
た
め
に
猛
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
蛇
は
今
も
人
々
を
呑
み
込
み
ん
で
長
江

を
渡
っ
て
い
る
と
い
い
、
そ
の
た
め
人
々
は
な
お
も
こ
の
蛇
に
恐
怖

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
民
間
で
は
、
?
」
の
蛇
は
萄
の
地
の

そ
の
た
め
と
く
に
気
勢
が
盛
ん
な
の
で
あ
る
』
と
い

精
霊
で
あ
り
、

わ
れ
て
い
る
」
と
。

呉
猛
は
橡
章
建
寧
の
出
身
で
あ
る
。
干
慶
が
橡
の
建
寧
令
で
あ

っ
た
と
き
、
彼
は
在
任
中
に
亡
く
な
り
、
す
で
に
三
日
を
経
過
し
て

い
た
。
そ
こ
で
猛
は
次
の
よ
う
に
い
っ
た
、
「
長
官
の
明
府
で
の
算
暦

は
い
ま
だ
尽
き
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
き
っ
と
何
か
の
誤
り
で

し
ょ
う
。
い
ま
そ
の
た
め
に
こ
こ
に
参
上
し
た
次
第
で
す
」
と
。
そ

こ
で
衣
裳
を
休
浴
し
、
さ
ら
に
慶
の
側
で
死
ん
だ
。
二
伎
を
経
て
、

果
た
し
て
二
人
は
と
も
に
生
き
返
っ
た
。
干
慶
は
い
う
、
「
猛
が
天
苗
日



の

中

で

私

の

寿

命

に

つ

い

て

訴

え

て

い

る

の

を

見

た

」

干

慶

は

子
宝
の
兄
で
あ
り
、
子
宝
は
こ
の
出
来
事
に
因
ん
で
『
捜
神
記
』
を

著
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
そ
の
序
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
、
「
建
武
中
(
一
二

一
七

1
コ
二
八
)
、
私
は
(
兄
干
慶
の
不
思
議
な
出
来
事
に
よ
っ
て
)

感
動
し
、
そ
の
た
め
こ
う
し
て
心
を
奮
い
起
こ
し
て
筆
を
執
っ
た
次

第
で
あ
る
」
と
。
い
ま
遊
仙
を
論
ず
る
者
は
、

の
事
を
併
せ
て
求
め
る
。

と

郭
氏
と
と
も
に
呉
猛

ゆ
え
に
こ
う
し
て
そ
の
伝
を
附
し
て
示
し

た
の
で
あ
る
。

陸
善
経
は
い
う
、
『
晋
書
』
に
は
、

太
守
を
追
贈
さ
れ
た
」
と
あ
る
、
と
。

「
撲
、
が
亡
く
な
っ
た
後

弘

曲

炭

在

「
遊
仙
詩
」
は
十
四
首
を
存

に
は
七
首
を
収
め
る
。
別
集

に
つ
い
て
は
『
惰
書
』
巻
三
十
五
「
経
籍
回
」
に
、
「
晋
弘
農
太
守
郭

瑛
集
十
七
巻
」
と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
が
現
在
で
は
散
供
し
て
お

り
、
明
、
張
湾
『
漢
貌
六
朝
百
三
名
家
集
』
巻
五
十
六
、
五
十
七
に

『
郭
弘
農
集
』
二
巻
が
輯
供
さ
れ
て
い
る
。

②
青
嚢
中
書
九
巻
未
詳
。
『
惰
志
』
に
は
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。

①
遊
仙
詩
十
七
首

す
る
。

郭
撲
の

そ
の
う
ち
『
文
選
』
巻
二
十
一

ま

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
五
)

郭
弘
農
(
遊
仙
)
撲
(
草
野
)

日
兆
公
武
撰
『
郡
斎
読
書
後
士
山
』
巻
二
(
衛
州
本
で
は

巻
十
四
)
「
五
行
類
」
に
、
「
郭
瑛
撰
」
と
し
て
「
青
嚢
補
注
三
巻
」

を
著
録
す
る
が
、
そ
の
解
題
に
よ
れ
ば
コ
葬
書
』
に
類
す
る
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
は
郭
撲
の
名
に
仮
託
し
た
偽
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

た
だ
、
南
宋
、

い
る
。

前
七
七

i
前
三
七
。
前
漢
の
学
者
。
字
は
君
明
。

(
現
在
の
、
河
北
省
)
の
人
。
も
と
は
李
姓
で
あ
っ
た
が
、

自
ら
京
氏
に
改
め
た
。
梁
の
焦
延
寿
を
師
と
し
て
易
を
学
び
、

わ
け
災
異
説
に
長
じ
た
と
い
わ
れ
る
。
初
元
四
年
(
前
四
五
)
に
孝

廉
に
挙
、
げ
ら
れ
て
郎
中
と
な
り
、
の
ち
元
帝
の
時
に
博
士
と
な
っ
た
。

こ
の
間
、
美
族
の
反
乱
や

E
食
な
ど
を
予
言
し
て
的
中
さ
せ
、
元
帝

に
高
く
評
価
さ
れ
た
。
し
か
し
、
し
ば
し
ば
上
疏
し
て
時
の
政
治
の

得
失
を
も
論
じ
た
た
め
、
当
時
権
勢
を
誇
っ
て
い
た
中
書
令
石
顕
ら

に
疎
ま
れ
て
貌
郡
太
守
に
左
遷
さ
れ
、
ま
も
な
く
捕
ら
え
れ
て
獄
死

し
た
。
著
に
『
京
一
房
易
伝
』
三
巻
が
あ
る
。
伝
は
『
漢
幸
一
一
田
』
巻
七
十

五
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。

④

管

轄

二

O
九

1
二
五
六
。
三
国
時
代
の
易
者
。
平
原
(
山
東

省
)
の
人
。
幼
き
よ
り
天
文
を
好
み
、
長
じ
て
『
周
易
』
に
通
じ
、

と
り
わ
け
ト
笈
に
す
ぐ
れ
て
い
た
。
官
は
少
府
永
一
に
至
る
。
伝
は
『
三

頓
丘③

尽

房

東
郡

σコ
ち

と
り

八
三
頁
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呂
志
』
巻
二
十
九
「
方
技
伝
」
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。

⑤
王
敦
二
六
六
(
)
三
二
回
。
晋
の
軍
人
、
政
治
家
。
字
は
処
仲
。

浪
邪
臨
祈
(
山
東
省
)
の
人
。
宰
相
の
王
導
は
従
兄
で
あ
り
、
妻
は

武
帝
司
馬
炎
の
娘
。
浪
邪
王
司
馬
容
(
後
の
元
帝
)
が
永
嘉
の
乱
を

避
け
て
南
渡
し
た
際
に
は
、
王
導
と
と
も
に
補
佐
し
て
朝
廷
再
建
に

尽
力
し
た
。
そ
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、
朝
廷
に
お
い
て
大
い
に
権
勢

を
振
っ
た
が
、
や
が
て
元
帝
と
そ
の
側
近
ら
と
対
立
す
る
こ
と
と
な

る
。
そ
し
て
、
永
昌
元
年
(
一
二
二
二
)
に
は
、
元
帝
の
側
近
で
あ
っ

た
劉
院
と
弓
協
ら
の
抹
殺
を
理
由
に
武
昌
で
挙
兵
し
、
建
康
を
制

圧
し
て
丞
棺
を
傍
称
し
た
。
明
帝
が
即
位
す
る
と
、
そ
の
専
横
を
弾

劾
さ
れ
て
王
敦
討
伐
の
勅
令
が
下
っ
た
た
め
、
太
寧
二
年
(
三
二
回
)

に
再
び
反
乱
を
起
こ
し
た
が
、
同
年
戦
乱
の
最
中
病
死
し
た
。
宣
呈
一
一
四
』

巻
九
十
八
に
伝
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

⑥
盛
田
居
士
三
八
六

i
四
回
八
。
名
は
次
宗
、
字
は
仲
論
。
橡
章

南
目
白
(
現
在
の
江
西
省
南
日
田
市
)
の
人
。
幼
く
し
て
麗
山
に
入
っ
て

慧
遠
に
師
事
し
た
。
志
高
く
学
問
に
励
み
、
と
り
わ
け
三
礼
と
『
毛

詩
』
に
精
通
し
た
。
や
が
て
東
林
寺
の
東
に
館
を
建
て
、
東
林
十
八

賢
の
一
人
に
数
え
ら
れ
た
。
元
嘉
十
五
年
(
四
三
八
)
に
は
、
宋
の

文
帝
に
否
さ
れ
て
都
建
康
に
行
き
、
鶏
舘
山
で
生
徒
百
人
を
集
め
て

八
四
頁

教
授
し
た
。
そ
の
功
が
認
め
ら
れ
て
給
事
中
に
任
命
さ
れ
た
が
、

れ
を
辞
し
て
庭
山
に
一
戻
っ
て
隠
遁
の
身
と
な
っ
た
。
の
ち
一
冗
嘉
二
十

五
年
、
再
び
甘
位
さ
れ
て
鍾
山
の
西
巌
の
ふ
も
と
に
招
穏
館
を
築
き
、

そ
こ
で
皇
太
子
や
諸
王
に
『
喪
服
経
』
な
ど
を
講
義
し
た
。
同
年
、

病
を
得
て
鍾
山
で
没
し
た
。
著
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
も
の
に
『
五
経

要
義
』
五
巻
、
『
略
注
喪
服
経
伝
』
一
巻
、
『
毛
詩
序
義
』
二
巻
、
『
盛
田

次
宗
集
』
十
六
巻
(
以
上
『
惰
士
山
』
に
拠
る
)
な
ど
が
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
散
侠
し
て
い
る
。
伝
は
『
宋
書
』
巻
九
十
三
「
隠
逸
伝
」
、
お

よ
び
『
南
史
』
巻
七
十
五
「
隠
逸
伝
」
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。

⑦
橡
章
記
地
理
主
因
。
橡
章
の
寺
院
、
綱
、
墓
、
山
な
ど
に
関
す

る
事
柄
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
。
『
惰
書
』
巻
三
十
三
「
経
籍
四
」
お

よ
び
『
新
唐
書
』
巻
五
十
八
「
芸
文
士
山
」
に
、
雷
次
宗
撰
「
議
章
記

一
巻
」
、
ま
た
吋
通
士
山
』
巻
六
十
六
「
芸
文
略
四
」
に
は
、
帝
国
次
宗
撰

と
し
て
「
橡
章
記
一
巻
」
と
「
橡
章
記
三
巻
」
の
二
種
を
著
録
し
て

い
る
が
、
現
在
で
は
散
侠
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
数
条
は
コ
説
郭
』

巻
六
十
七
上
に
、
「
橡
章
古
今
記
〔
雷
次
{
一
爪
ご
と
し
て
輯
供
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
『
文
選
妙
』
に
引
く
記
事
に
つ
い
て
は
未
収
。

③
呉
猛
生
卒
年
末
詳
。
字
は
世
雲
、
橡
章
武
寧
県
の
人
。
伝
は

『
晋
書
』
巻
九
十
五
「
芸
術
」
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
本
伝
お
よ
び

、F・
、町制帽



『
太
平
広
記
』
巻
十
四
「
呉
真
君
」
に
引
く
『
十
二
真
君
伝
』
な
ど

に
よ
れ
ば
、
幼
き
項
よ
り
孝
行
で
知
ら
れ
、
八
歳
の
時
、
家
が
貧
し

く
部
屋
に
掛
け
る
蚊
帳
が
無
く
、
そ
れ
を
案
じ
た
呉
猛
は
両
親
の
代

わ
り
に
蚊
に
刺
さ
れ
た
と
い
う
逸
話
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ

と
か
ら
二
十
四
孝
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
捜
神
記
』

巻
一
に
は
干
宝
の
兄
で
あ
る
干
慶
を
蘇
生
さ
せ
た
話
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。⑨

両
籍
爽
舟
市
行
山
上
「
雨
龍
爽
舟
」
と
い
う
表
現
は
、
『
呂
氏

春
秋
』
知
分
篇
に
、
「
荊
有
次
非
者
。
得
宝
剣
子
干
遂
、
還
反
渉
江
、

0

0

0

0

0

0

0

 

至
於
中
流
、
有
両
鮫
爽
繰
其
舟
。
(
荊
に
次
非
な
る
者
有
り
。
宝
剣
を

干
遂
に
得
、
還
反
ら
ん
と
し
て
江
を
渉
り
、
中
流
に
至
る
や
、
両
鮫
有

り
て
央
み
て
其
の
舟
を
繰
る
ご
と
よ
く
似
た
も
の
が
み
え
て
お
り
、

ま
た
『
准
南
子
』
道
応
篇
と
氾
論
篇
に
も
『
呂
氏
春
秋
』
に
基
づ
く
説

話
を
載
せ
る
。

⑮
又
一
五
:
・
・
:
故
特
盛
也
以
下
の
呉
猛
が
弟
子
と
と
も
に
大
蛇
を

退
治
し
た
説
話
に
つ
い
て
は
、
『
雲
笈
七
銭
』
巻
一
百
六
「
呉
猛
真
人

伝
」
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
み
え
て
い
る
。

呉
猛
字
世
雲
、
改
章
人
也
。

道
、
以
気
吸
呑
行
人
、

-
海
氏
自
上
僚
路
有
大
蛇
。
時
或
断

行
旅
為
絶
。
猛
与
弟
子
往
除
蛇
害
、

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
丘
)

郭
弘
農
(
遊
仙
)
瑛
(
重
野
)

蛇
乃

入
蔵
深
穴
。
猛
救
南
昌
社
公
追
蛇
。
蛇
頭
高
数
丈
、
猛
踏
蛇
尾
、

沿
背
市
以
足
按
頭
、
弟
子
研
殺
之
。
猛
云
、
此
蛇
是
濁
精
、
蛇
死

期
杜
毅
(
『
太
平
広
記
』
は
殺
に
作
る
)
滅
失
。
果
如
一
一
一
一
口
。

(
呉
猛
字
は
世
雲
、
橡
章
の
人
な
り

0

・
:
・
:
海
昏
上
僚
の
路
に
大

蛇
有
り
。
時
に
或
い
は
道
を
断
ち
、
気
を
以
て
行
人
を
吸
呑
し
、

行
旅
絶
為
り
。
猛
と
弟
子
と
往
き
て
蛇
の
害
を
除
か
ん
と
す
る
に
、

蛇
乃
ち
深
穴
に
入
蔵
す
。
猛
南
昌
社
公
を
勅
し
て
蛇
を
追
わ
し
む
。

蛇
の
頭
高
き
こ
と
数
丈
に
し
て
、
猛
蛇
の
尾
を
踏
み
、
背
に
沿
う

て
足
を
以
て
頭
を
按
え
、
弟
子
之
を
研
り
殺
す
。
猛
云
う
、
此
の

蛇
は
是
れ
萄
の
精
に
し
て
、
蛇
死
す
れ
ば
別
ち
社
毅
滅
ぶ
、
と
。

果
た
し
て
言
の
如
し
)

ま
た
司
太
平
広
記
』
巻
四
百
五
十
六
「
呉
猛
」
に
も
「
出
橡
章
記
」

と
し
て
、
こ
れ
を
さ
ら
に
短
く
し
た
ほ
ぼ
同
様
の
説
話
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
内
容
は
異
な
る
が
『
酉
陽
雑
組
』
巻
二
「
玉
格
」

に
も
以
下
の
ご
と
く
呉
猛
が
弟
子
の
許
旋
揚
と
と
も
に
蛇
を
退
治
し

た
話
が
み
え
る
。

晋
許
旋
陽
、

徒
百
余
人
。

上。

猛
将
除
之
、

乃
度
尺
市
断
之
、

至
焼
、

タ

呉
猛
弟
子
也
。
当
時
江
東
多
蛇
柄
、

至
高
安
、
令
呉
炭
百
一
片
、

悉
化
為
玉
女
、
惑
其
徒
。

選

置
諸
壇

呉
猛
悉
命
弟
子
、

八
五
頁
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無
不
浬
主
(
衣
者
、
唯
許
君
独
無
。
乃
与
許
至
遼
江
。
及
遇
巨
蛇
、

呉
年
表
、
力
不
能
制
。
許
遂
志
向
歩
勅
斜
、
登
主
(
首
斬
之
。

(
晋
の
許
旋
陽
は
、
呉
猛
の
弟
子
な
り
。
当
時
江
東
に
蛇
の
禍
い

多
く
、
猛
将
に
之
を
除
か
ん
と
し
、
徒
百
余
人
を
選
ぶ
。
高
安
に

至
り
、
炭
百
斤
を
呉
え
し
め
、
乃
ち
尺
を
度
り
て
之
を
断
ち
、
諸

を
壇
上
に
置
く
。
一
タ
に
し
て
、
悉
く
化
し
て
玉
女
と
為
り
、
其

の
徒
を
惑
わ
す
。
暁
に
至
り
て
、
同
一
〈
猛
悉
く
弟
子
に
命
ず
る
に
、

其
の
衣
を
浬
ま
、
ざ
る
者
無
く
、
唯
だ
許
君
の
み
独
り
無
し
。
乃
ち

許
と
遼
江
に
至
る
。
巨
蛇
に
遇
う
に
及
び
、
呉
年
衰
え
、
力
も
て

制
す
る
能
わ
ず
。
許
遂
に
百
円
歩
し
て
勅
剣
し
、
其
の
首
に
登
り
て

之
を
斬
る
)

⑪
猛
竣
章
建
寧
人
:
・
:
・
見
猛
天
曹
中
論
訴
之
こ
の
逸
話
は
多
く

の
志
怪
小
説
に
散
見
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
や
や
長
い
も
の
と
し

て
は
以
下
に
掲
げ
る
『
幽
明
録
』
の
記
事
が
あ
る
。

晋
有
干
慶
者
。
無
疾
而
終
。
時
有
術
士
呉
猛
、
語
慶
之
子
日
、
干

侯
算
未
窮
、
方
為
請
命
、
未
可
殖
殊
。
戸
臥
静
合
、
惟
心
下
精
一
段
。

居
七
言
、
時
盛
暑
、
慶
形
体
向
壊
。
猛
凌
長
至
、
教
令
属
績
候
気

続
、
為
作
水
、
令
以
洗
、
井
飲
激
。
如
此
便
退
。
日
中
許
、
慶
蘇

駕
。
旋
遂
張
目
関
口
、
尚
未
発
声
。
麗
門
皆
悲
喜
。
猛
又
令
以
水

八
六
頁

含
漉
、
遂
起
、
吐
腐
血
数
升
、
精
能
言
語
。
ニ
日
平
復
如
常
。
説
、

初
見
十
数
人
来
、
執
縛
桂
措
到
獄
。
同
輩
十
余
人
、
以
次
語
対
。

次
未
至
、
俄
見
呉
君
、
北
面
陳
釈
断
之
。
王
遂
勅
、
脱
械
令
帰
。

所
経
官
府
、
莫
不
迎
接
請
謁
呉
君
。
市
呉
君
皆
与
之
抗
札
。
即
不

知
悉
何
神
也
。
(
魯
迅
輯
『
古
小
説
鈎
沈
』
に
拠
る
)

(
晋
に
干
慶
な
る
者
有
り
。
疾
無
く
し
て
終
わ
る
。
時
に
術
土
呉

猛
有
り
、
慶
の
子
に
語
り
て
日
わ
く
、
子
侯
の
算
未
だ
窮
ま
ら
ず
、

ひ
ん
れ
ん

方
に
為
に
命
を
請
わ
ん
、
未
だ
療
検
す
べ
か
ら
ず
、
と
。
戸
静
合

に
臥
し
、
惟
だ
心
下
精
や
媛
か
な
り
。
居
る
こ
と
七
日
、
時
に
盛

暑
な
れ
ば
、
慶
の
形
体
壊
る
る
に
向
か
う
。
猛
凌
震
に
至
り
、
教

え
て
績
を
属
け
て
気
の
続
く
を
候
わ
し
め
、
為
に
水
を
作
り
、
以

い
ん
そ
う

て
洗
い
、
井
び
に
欽
激
せ
し
む
。
此
く
の
如
く
に
し
て
便
ち
退
く
。

日
中
許
に
し
て
、
慶
蘇
る
。
旋
で
遂
に
自
を
張
り
口
を
開
く
も
、

尚
お
未
だ
声
を
発
せ
ず
。
門
を
閤
ぢ
て
皆
な
悲
喜
す
。
猛
又
た
水

そ
そ

を
以
て
含
み
漉
が
し
む
る
に
、
遂
に
起
ち
、
腐
血
数
升
を
吐
き
、

精
や
く
言
語
を
能
く
す
。
三
日
に
し
て
平
復
す
る
こ
と
常
の
如
し
。

説
く
、
初
め
十
数
人
の
来
た
る
を
見
、
執
縛
姪
桔
せ
ら
れ
て
獄
に

到
る
。
同
輩
十
余
人
、
次
を
以
て
語
対
す
。
次
未
だ
歪
ら
ず
し
て
、

俄
か
に
呉
君
の
、
北
面
し
て
之
を
釈
し
断
ぜ
ん
こ
と
を
陳
ぶ
る
を



王
遂
に
勅
し
、
械
を
脱
し
帰
ら
し
む
。
経
る
所
の
府
、

迎
接
し
て
呉
君
に
謁
せ
ん
こ
と
を
請
わ
ざ
る
は
莫
し
。
市
し
て
呉

君
皆
な
之
れ
と
抗
札
す
。
即
ち
悉
く
は
何
れ
の
神
な
る
か
を
知
ら

ざ
る
な
り
)

見
る
。

以
上
の
話
は
若
干
の
文
字
の
異
同
は
あ
る
が
、
同
じ
く
『
太
平
広
記
』

巻
三
百
七
十
八
「
干
慶
」
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
捜
神
記
』

巻
一
に
は
以
下
の
ご
と
く
み
え
る
。

呉
猛
、
殺
揚
人
。
仕
呉
為
西
安
令
、
因
家
分
寧
。
:
:
:
西
安
令
子

慶
、
死
己
三
日
。
猛
日
、
数
未
尽
、
当
訴
之
子
天
。
遂
臥
屍
芳
。

数
日
与
令
倶
起
。

(
呉
猛
は
、
殺
陽
の
人
な
り
。
呉
に
仕
え
て
西
安
の
令
と
為
り
、

因
り
て
分
寧
に
家
す
。
:
:
:
西
安
の
令
干
慶
、
死
し
て
己
に
三
日
。

猛
日
わ
く
、
数
未
だ
尽
き
ざ
れ
ば
、
当
に
之
を
天
に
訴
う
べ
し
、

と
。
遂
に
屍
の
突
に
臥
す
。
数
日
に
し
て
令
と
倶
に
起
く
)

こ
の
ほ
か
『
捜
神
後
記
』
巻
呂
、
『
太
平
広
記
』
巻
十
四
に
引
く
「
呉

真
君
」
な
ど
に
も
同
様
の
説
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い

ず
れ
も
集
注
が
引
く
『
橡
章
記
』
が
い
う
よ
う
に
、

兄
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
一
不
さ
れ
て
い
な
い
。

「
干
宝
伝
」
に
も
、

干
慶
が
干
宝
の

ま
た
『
普
書
』
巻

八
十
二

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
五

郭
弘
農
(
遊
仙
)
撲
(
重
野
)

又
宝
兄
嘗
病
気
絶
、
積
日
不
冷
。
後
遂
悟
云
、

如
夢
覚
、
不
自
知
死
。

見
天
地
問
鬼
神
事
。

(
又
た
宝
の
兄
嘗
て
病
み
て
気
絶
し
、
穣
日
冷
や
か
な
ら
ず
。
後

遂
に
悟
め
て
云
う
、
天
地
の
間
の
鬼
神
の
事
を
見
た
り
。
夢
の
覚

む
る
が
如
く
に
し
て
、
自
ら
死
せ
る
を
知
ら
ず
、
と
)

と
の
記
載
が
あ
る
が
、
や
は
り
干
慶
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
明
言
さ

れ
て
い
な
い
。

⑫
宝
函
之
作
捜
神
記

入
ノ
。

『
晋
書
』
干
宝
伝
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い

性
好
陰
陽
術
数
、
留
思
京
一
房
・
夏
侯
勝
等
伝
。
宝
父
先
有
所
寵
侍

牌
。
母
甚
妬
怠
。
及
父
亡
、
母
乃
生
推
埠
於
墓
中
。
宝
兄
弟
年
少
、

不
之
審
也
。
後
十
余
年
、
母
喪
開
墓
、
市
熔
伏
棺
如
生
。
載
還
、

経
日
乃
蘇
。
言
、
其
父
常
取
飲
食
与
之
、
恩
情
如
生
。
在
家
中
士
口

出
、
組
語
之
、
考
校
悉
験
。
地
中
亦
不
覚
為
悪
。
既
市
嫁
之
、
生

子
。
又
宝
兄
嘗
病
気
絶
、
穣
日
不
冷
。
後
遂
悟
云
、
見
天
地
問
鬼

神
事
。
如
夢
覚
、
不
自
知
死
。
宝
以
此
遂
撰
集
古
今
神
祇
霊
異
、

人
物
変
化
、
名
為
捜
神
記
。
凡
三
十
巻
。

(
性
陰
陽
術
数
を
好
み
、
思
い
を
京
一
房
・
一
夏
侯
勝
等
の
伝
に
留
む
。

先
に
寵
す
る
所
の
侍
牌
有
り
。
母
甚
だ
妬
忌
す
。

宝
の
父

父
の
亡

八
七
頁



筑
波
中
国
文
化
論
叢
第
三
十
三
号

O 

1m 

す
る
に
及
び
、
母
乃
ち
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
牌
を
墓
中
に
推
す
。

宝
の
兄
弟
年
少
に
し
て
、
之
を
審
び
ら
か
に
せ
ざ
る
な
り
。
後
十

余
年
、
母
の
喪
に
墓
を
開
く
に
、
解
の
棺
に
伏
す
る
こ
と
生
く
る

が
如
し
。
載
せ
還
り
て
、
日
を
経
て
乃
ち
蘇
る
。
言
う
、
其
の
父

常
に
飲
食
を
取
り
て
之
に
与
え
、
思
情
生
く
る
が
如
し
、
と
。
家

中
に
在
り
し
吉
凶
、
腕
ち
之
を
語
り
、
考
校
す
る
に
悉
く
験
あ
り
。

地
中
も
亦
た
慈
し
と
為
す
を
覚
え
ず
。
既
に
し
て
之
を
嫁
が
し
め
、

子
を
生
む
。
又
た
宝
の
兄
嘗
て
病
み
て
気
絶
し
、
積
日
冷
や
か
な

ら
ず
。
後
遂
に
悟
め
て
云
う
、
天
地
の
問
の
鬼
神
の
事
を
見
た
り
。

夢
の
覚
む
る
が
如
く
に
し
て
、
自
ら
死
せ
る
を
知
ら
ず
、
と
。
宝

此
を
以
て
遂
に
古
今
の
神
祇
の
霊
異
、
人
物
の
変
化
を
撰
集
し
、

名
づ
け
て
捜
神
記
と
為
す
。
凡
て
三
十
巻
な
り
)

⑬
故
其
序
云
:
:
:
是
用
発
憤
駕
こ
の
一
文
、
現
行
の
『
捜
神
記
』

に
は
み
え
な
い
。
恐
ら
く
は
原
本
一
捜
神
記
』
序
に
は
あ
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

⑭
晋
書
一
五
:
・
:
・
婚
弘
農
太
守
也
こ
こ
で
い
う
『
晋
書
』
と
は
、

0

0

0

 

集
注
本
以
外
の
題
下
に
附
さ
れ
て
い
る
李
善
注
に
、
「
善
日
、
減
栄
緒

。。晋書
日
、
撲
卒
後
、
贈
弘
農
太
守
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
賊
栄
緒
の

立
田
幸
一
一
己
を
さ
し
て
い
る
。
清
、
湯
球
『
九
家
旧
晋
書
輯
本
』
(
巻
十

八
八
頁

四
「
郭
瑛
」
)
に
は
、
「
敦
平
後
、
贈
弘
農
太
守
口
(
敦
平
ら
げ
ら
れ
し

後
、
弘
農
太
守
を
贈
ら
る
ご
と
輯
供
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
現
行
の
立
日

書
』
郭
瑛
伝
に
も
「
及
王
敦
平
、
追
贈
弘
農
太
守
。
(
王
敦
平
ら
げ
ら

る
る
に
及
び
、
弘
農
太
守
を
追
贈
せ
ら
る
ご
と
の
記
事
が
み
え
て
い

る。01 

02 

{
崎
山
多
霊
草

海
浜
鏡
奇
石
】

①

・

ド

i
E

李
善
日
、
郭
瑛
遊
他
詩

B
、
円
丘
有
奇
革
、
鍾
山
出
霊
液
。
楚
辞

目
、
五
口
令
義
和
拝
節
分
、
望
崎
磁
而
勿
迫
。
王
逸
日
、
崎
磁
山
也
。

③
 

海
浜
、
即
海
中
三
山
也
。

紗
日
、
崎
畷
山
、
日
没
処
、
其
上
多
生
五
芝
草
、
服
之
得
神
仙
。

@

③

 

浜
、
水
涯
也
。
方
丈
蓬
莱
之
上
有
仙
隠
処
。
安
期
在
上
、
採
奇
石
八

@
 

珍
五
石
之
流
。

音
決
、
崎
、
於
厳
反
。
磁
、
音
葱
。
浜
、
音
賓
。
鏡
、
市
遥
反
。

劉
良
日
、
霊
草
、
芝
山
包
。
奇
石
、
可
食
而
仙
者
。
謂
安
期
線
五
石

田疋也。今
案
音
決
、

山
為
磁
。



李
善
日
わ
く
、
郭
瑛
の
遊
仙
詩
に

B
わ
く
、
円
丘
に
は
奇
草
有
り
、

鍾
山
に
は
霊
液
出
づ
、
と
。
楚
辞
に
日
わ
く
、
五
口
れ
義
和
を
し
て
節

を
拝
め
、
崎
岐
を
望
み
て
迫
る
こ
と
勿
か
ら
し
む
、
と
。
王
逸
日
わ

く
、
崎
磁
は
、
山
な
り
。
海
浜
は
、
部
ち
海
中
の
コ
一
山
な
り
、
と
。

紗
に
日
わ
く
、
崎
磁
山
は
、
自
の
没
す
る
処
に
し
て
、
其
の
上

に
は
多
く
五
芝
草
を
生
じ
、
之
を
服
す
れ
ば
神
仙
と
な
る
を
得
。
浜

は
、
水
涯
な
り
。
方
丈
・
蓬
莱
の
上
に
仙
の
隠
処
有
り
。
{
女
期
上
に

在
り
て
、
奇
石
・
八
珍
・
五
石
の
流
を
採
る
、
と
。

立
日
決
に
、
崎
は
、
於
厳
の
反
。
畷
は
、
音
葱
。
浜
は
、
音
賓
。
鏡

は
、
市
遥
の
反
、
と
。

劉
良
臼
わ
く
、
霊
草
は
、
芝
な
り
。
奇
石
は
、
食
い
て
仙
者
と
な

る
べ
し
。
安
期
玉
石
を
繰
る
と
謂
う
は
是
れ
な
り
、
と
。

今
立
日
決
を
案
ず
る
に
、
山
を
磁
と
為
す
。

[
校
勘
〕

O
李
善
臼

「
益
口
日
」

を
略
す
。

該
当
箇
所
無
し
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
〉
、

〈
明
川
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉
以
下
、
同
様
の
た
め
校
勘

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
一
訳
注
(
五
)

郭
弘
成
(
遊
仙
)
瑛
(
重
野
)

O
楚
辞
日

本
・
建
州
本
〉

O
劉
良

B

O
芝
也

O
奇
石

.
建
州
本
〉

O
而
仙
者

。
練
五
石

州
本
〉

{訳〕

「
楚
詞
日
」

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
・
明
州

「
良
日
」
〈
棟
八
郎
本
・
明
川
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

「
芝
草
也
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

「
浜
涯
也
弁
一
向
石
可
食
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
川
本
・
秀
州
本

「
而
仙
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

「
錬
五
色
石
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建

李
善
は
い
う
、
郭
瑛
の
「
遊
仙
詩
」
に
は
、
「
円
丘
に
は
珍
し
い
草

木
が
生
え
て
お
り
、
鍾
山
に
は
霊
妙
な
水
が
掃
き
出
て
い
る
」
と
い

う
。
吋
楚
辞
』
に
は
、
「
私
は
日
の
御
者
で
あ
る
義
和
に
命
じ
て
車
の

速
度
を
ゆ
る
ま
せ
、
自
の
沈
む
崎
崎
山
に
近
づ
け
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
た
」
と
い
う
。
こ
れ
つ
い
て
王
逸
は
、
「
崎
畷
は
、
山
で
あ
る
」
と

い
う
。
海
浜
は
、
つ
ま
り
海
中
に
あ
る
三
山
の
こ
と
で
あ
る
、
と
。

『
文
選
紗
』
に
い
う
、
崎
磁
山
は
、
日
が
沈
む
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
頂
き
に
は
五
色
の
芝
が
た
く
さ
ん
生
い
茂
り
、

こ
れ
を
服
用
す

八
九
頁
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れ
ば
神
仙
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
浜
は
、
水
涯
で
あ
る
。

方
丈
や
蓬
莱
の
水
辺
に
は
仙
人
の
隠
れ
家
が
あ
る
。
安
期
は
そ
の
水

辺
に
あ
っ
て
、
奇
石
や
八
珍
、
五
石
と
い
っ
た
類
を
採
集
し
た
の
で

あ
る
、
と
。

『
文
選
音
決
』
に
い
う
、
崎
は
、
於
厳
の
反
。

浜
は
、
音
は
賓
。
鏡
は
、
市
遥
の
反
、
と
。

劉
良
は
い
う
、
霊
草
は
、
芝
の
こ
と
で
あ
る
。
奇
石
は
、

食
べ
る
こ
と
で
仙
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
(
郭
撲
の
「
遊

仙
詩
」
に
あ
る
)
「
安
期
が
五
色
の
石
を
練
る
」
と
い
う
の
は
ま
さ
に

こ
の
こ
と
で
あ
る
、
と
。

UJ援
は

音
は
怒
。

こ
れ
を

い
ま
吋
文
選
音
決
』
を
調
べ
て
み
る
と
、
本
文
の

に
作
っ
て
い
る
。

山

を

「磁」

[
注
]

①
郭
瑛
遊
仙
詩
日
:
・
:
・
鍾
山
出
霊
液
郭
瑛
「
遊
仙
詩
」
其
七
(
『
文

選
』
巻
二
十
こ
に
、
「
円
丘
有
奇
草
、
鍾
山
出
霊
液
。
王
孫
列
八
珍
、

安
期
錬
玉
石
。
(
円
丘
に
奇
草
有
り
、
鍾
山
霊
液
出
づ
。
王
孫
は
八
珍

を
列
ね
、
安
期
は
玉
石
を
錬
る
ご
と
あ
る
。
な
お
以
下
の
諸
注
で
述

べ
る
八
珍
、
五
石
、
安
期
に
つ
い
て
も
本
詩
に
み
え
て
い
る
。

九

O
頁

②
楚
辞
日
:
:
:
崎
磁
而
勿
追
『
楚
辞
』
離
騒
に
、
「
五
口
令
義
和
再

節
今
、
望
崎
畷
而
勿
迫
。
路
島
又
憂
其
惰
遠
今
、
五
口
将
上
下
市
求
索
。
(
五
口

れ
義
和
を
し
て
節
を
拝
め
、
崎
磁
を
望
ん
で
追
る
こ
と
勿
か
ら
し
む
。

路
島
又
憂
と
し
て
其
れ
惰
遠
な
り
、
五
口
れ
将
に
上
下
し
て
求
索
せ
ん
と

0

0

0

 

す
ご
と
み
え
る
。
そ
の
王
逸
注
に
、
「
崎
磁
、
日
所
入
山
也
。
下
有

蒙
水
、
水
中
有
虞
淵
。
迫
、
附
由
。
一
一
言
我
恐
日
暮
年
老
、
道
徳
不
施
、

欲
令
日
御
按
節
徐
行
、
望
日
所
入
之
山
、
旦
勿
鮒
近
、
北
異
及
盛
時
遇

賢
君
也
。
勿
、
一
作
未
。
(
崎
磁
は
、
自
の
入
る
所
の
山
な
り
。
下
に

蒙
水
有
り
、
水
中
に
虞
淵
有
り
。
迫
は
、
附
づ
く
な
り
。
一
一
一
一
口
う
こ
こ

ろ
は
我
れ
日
暮
れ
年
老
い
、
道
徳
施
か
れ
ざ
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
、
日

御
を
し
て
按
節
徐
行
せ
し
め
、
自
の
入
る
所
の
山
を
望
み
、
且
ら
く

鮒
近
す
る
こ
と
勿
か
ら
ん
と
欲
し
て
、
盛
時
に
及
ん
で
賢
君
に
遇
わ

ん
こ
と
を
葉
う
な
り
。
勿
は
、
一
に
未
に
作
る
ご
と
あ
り
、
こ
こ
で

は
「
日
所
入
」
の
三
字
を
存
す
る
。
な
お
「
崎
磁
」
に
つ
い
て
、
洪

興
祖
は
「
崎
、
音
流
。
磁
、
音
葱
。
山
海
経
日
、

ι

鳥
鼠
同
穴
山
西
南

日
崎
磁
。
又
一
五
、
西

B
磁
之
山
。
准
南
子
云
、
日
入
崎
磁
、
経
細
柳
、

入
虞
淵
之
氾
。
(
崎
、
音
は
掩
。
磁
、
音
は
葱
。
山
海
経
〈
西
山
経
〉

に
日
わ
く
、
烏
鼠
同
穴
山
の
西
南
を
崎
磁
と
臼
ふ
、
と
。
又
た
云
う
、

西
を
磁
の
山
と
臼
う
、
と
。
准
南
子
〈
天
文
訓
〉
に
云
う
、

日
は
崎



綴
に
入
り
、
細
柳
を
経
、
虞
猟
の
氾
に
入
る
、
と
ご
と
注
す
る
。

③
三
山
仙
人
が
住
む
と
い
う
三
神
山
。
蓬
莱
、
方
丈
、
漏
州
を

さ
す
。
司
史
記
』
巻
二
十
八
「
封
禅
書
」
に
、
「
八
神
、
一
日
天
主
、

0

0

 

洞
天
斉

0

・
:
:
・
西
日
絵
、
王
、
一
制
三
山
。
(
八
神
、
一
に
日
わ
く
天
主
、

天
斉
を
桐
る
。
・
:
・
:
四
に
臼
わ
く
陰
、
王
、
三
山
に
一
例
る
ご
と
あ
り
、

そ
の
『
史
記
索
隠
』
に
は
顔
師
古
の
注
を
引
い
て
、
「
小
顔
以
為
、
下

所
謂
三
神
山
。
(
小
顔
以
為
へ
ら
く
、
下
に
謂
う
所
の
三
神
山
な
り
、

と
ご
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
同
じ
く
「
封
禅
書
」
に
、
「
自
威
吉
一

0

0

0

 

燕
沼
、
使
人
入
海
、
求
蓬
莱
方
丈
一
編
洲
。
此
三
神
山
者
、
其
伝
在
勃

海
中
、
去
人
不
遠
。
(
威
・
宣
・
燕
・
昭
自
り
、
人
を
し
て
海
に
入
り
、

蓬
莱
・
方
丈
・
減
洲
を
求
め
し
む
。
此
の
三
神
山
は
、
其
の
伝
勃
海

中
に
在
り
、
人
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
ご
と
あ
る
。

④
安
期
{
女
期
生
(
生
卒
年
未
詳
)
。
秦
漢
の
頃
の
方
士
。
浪
邪
の

人
。
学
を
河
上
丈
人
に
受
け
た
と
い
う
。
人
々
か
ら
は
長
寿
を
得
た

こ
と
に
よ
り
「
千
歳
翁
」
と
称
せ
ら
れ
、
ま
た
「
{
女
丘
先
生
」
と
呼

ば
れ
た
。
『
列
仙
伝
』
巻
上
「
安
期
先
生
」
に
拠
れ
ば
、
始
皇
帝
が
東

に
巡
幸
し
た
時
に
出
会
い
、
三
日
三
晩
語
り
合
い
、
金
玉
数
千
万
を

賜
っ
た
が
受
け
な
か
っ
た
。
そ
の
返
礼
に
と
赤
玉
の
靴
を
送
り
、
「
数

年
の
後
、
我
を
蓬
莱
山
下
に
求
め
よ
」
と
の
手
紙
を
残
し
て
去
っ
た
。

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
五
)

郭
弘
牒
(
遊
仙
)
撲
(
重
野
)

始
皇
帝
は
徐
福
を
は
じ
め
道
士
た
ち
を
派
遣
し
て
船
を
出
し
て
捜
索

し
た
が
、
遂
に
蓬
莱
山
に
た
ど
り
着
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
阜
郷
の
海
辺
数
十
ヶ
所
に
洞
が
た
て
ら
れ
た
と
い
う
。
伝

は
皇
甫
議
『
高
士
伝
』
巻
中
に
も
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
史
記
』

「
封
禅
書
」
に
も
そ
の
名
が
み
え
る
。

⑤
八
珍
古
代
の
八
種
の
珍
味
。
ま
た
、
八
種
の
調
理
法
に
よ
る

食
物
を
い
う
。
『
三
国
志
』
貌
志
「
衛
鎮
伝
」
に
、
「
礼
、
天
子
之
器

必
有
金
玉
之
飾
、
飲
食
之
肴
必
有
八
珍
之
味
。
(
礼
は
、
天
子
の
器
に

は
必
ず
金
玉
の
飾
り
有
り
、
飲
食
の
肴
に
は
必
ず
八
珍
の
味
有
り
ご

と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
周
礼
』
天
宮
「
膳
夫
」
に
は
、
「
凡
王
之

鎮
食
用
六
穀
、
膳
用
六
牲
、
飲
用
六
清
、
士
一
泊
用
百
二
十
品
、
珍
用
八

物
。
(
凡
そ
王
の
鎖
食
に
は
六
穀
を
用
い
、
膳
に
は
六
牲
を
用
い
、
飲

に
は
六
清
を
用
い
、
差
に
は
百
二
十
品
を
用
い
、
珍
に
は
八
物
を
用

う
ご
と
あ
り
、
鄭
玄
は
「
珍
、
謂
淳
熱
・
淳
母
・
泡
豚
・
勉
粋
・
捧

珍
・
漬
黙
・
肝
鋒
也
。
(
珍
は
、
淳
黙
・
淳
母
・
泡
豚
・
泡
粋
・
捧
珍

・
漬
数
…
・
肝
鋒
を
謂
う
な
り
ご
と
注
す
る
。

⑤
玉
石
道
士
が
不
老
長
生
の
薬
の
原
料
と
し
て
用
い
た
薬
石
の

総
称
。
『
抱
朴
子
』
内
篇
「
金
丹
」
に
、
「
五
石
者
、
丹
砂
・
雄
黄
・

白
饗
・
曽
青
・
慈
石
也
。
(
五
石
と
は
、
丹
砂
・
雄
黄
・
白
饗
・
曽
青

7し

頁
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慈
石
な
り
ご

と
い
v

つ。

03 

04 

隠
論
駐
精
塊
】

{
僅
鑑
定
尋
青
雲

尽
去
員IJ 抱②
人朴
死子

①
 

李
善
日
、
江
賦
日
、
納
隠
論
之
列
真
、
挺
異
人
平
精
塊
。

目
、
人
無
賢
患
、
比
自
知
身
之
有
魂
塊
。
分
去
則
人
病
、

也。
紗
日
、
健
憲
、
高
従
耳
之
貌
。
尋
青
思
議
、
ニ
一
一
口
高
至
天
。
瑛
当
時
為
預

知
死
、
故
作
詩
以
自
解
。
、
駐
、
謂
定
寿
。

音
決
、
寒
、
居
輩
反
。
駐
、
竹
樹
反
。
塊
、
音
白
。

呂
向
日
、
短
憲
、
縁
高
貌
。
穏
論
、
謂
絶
迩
也
。
駐
、
留
也
。
精

塊

、

魂

也

。

①
 

陸
十
一
世
口
経
日
、
優
窪
、
猶
夫
矯
昇
仙
之
状
。
十
州
記
云
、
治
浪
海
島

石
英

上

有

大

山

、

積

石

室

多

。

石

脳

石

桂

石

強

之

属

百

余

種

、

皆

生

於

嶋
。
服
之
神
仙
長
生
也
。

李
善
日
わ
く
、
江
の
賦
に
臼
わ
く
、
穏
論
の
列
真
を
納
れ
、
異
人

を
精
塊
に
挺
ん
や
っ
、
と
。
抱
朴
子
に
日
わ
く
、
人
に
賢
愚
無
く
、
皆

九
二
頁

な
身
の
魂
塊
有
る
を
知
る
。
分
か
れ
去
れ
ば
則
的
ハ
ち
人
病
み
、

れ
ば
別
ち
人
死
す
る
な
り
、
と
。

紗
に
臼
わ
く
、
優
楚
は
、
高
く
釜
ゆ
る
貌
。
青
雲
を
尋
ぬ
は
、
高

く
し
て
天
に
至
る
を
一
一
一
一
口
う
。
撲
は
当
時
預
め
死
を
知
る
が
為
の
故
に

詩
を
作
り
て
以
て
自
解
す
。
駐
は
、
寿
を
定
む
る
を
謂
う
。

音
決
に
、
憲
は
、
居
輩
の
反
。
駐
は
、
竹
樹
の
反
。
塊
は
、
音
白
、

と。

尽
く
去

呂
向
日
わ
く
、
短
楚
は
、
高
き
に
縁
る
貌
。
隠
論
は
、
誠
一
を
絶
つ

る
を
謂
う
な
り
。
駐
は
、
留
む
る
な
り
。
精
貌
は
、
魂
塊
な
り
、
と
。

陸
善
経
臼
わ
く
、
優
寧
定
は
、
猶
お
夫
矯
と
し
て
昇
仙
す
る
状
の
ご

と
き
な
り
。
十
州
記
に
云
う
、
治
浪
海
の
島
上
に
大
山
有
り
、
積
石

た
ぐ
い

の
室
多
し
。
石
脳
・
石
桂
・
石
英
・
石
擦
の
属
百
余
種
、
皆
な
鳴
に

生
、
ず
。
之
を
服
す
れ
ば
神
仙
の
ご
と
く
長
生
す
る
な
り
、
と
。

[
校
勘
〕

O
呂
向
日
「
向
日
」
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
精
魂
魂
塊
「
精
塊
魂
」
〈
陳
八
郎
本
〉

O
魂
塊
也
下
旬
「
不
去
笠
ハ
身
則
不
死
」
〈
棟
八
郎
本
・
明
州
本
・

秀
州
本
・
建
州
本
〉



〔訳〕李
善
は
い
う
、
郭
撲
の
「
江
賦
」
に
、
「
世
を
隠
れ
た
多
く
の
神
仙

を
引
き
入
れ
て
、
す
ぐ
れ
た
人
物
の
魂
塊
を
輩
出
す
る
」
と
あ
る
。

ま
た
司
抱
朴
子
』
に
は
、
「
人
間
に
は
賢
愚
は
無
く
、
み
な
わ
が
身
に

魂
塊
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
の
魂
塊
が
分
離
す
れ
ば
人
は

病
気
に
な
り
、
す
べ
て
飛
び
去
っ
て
し
ま
え
ば
人
は
死
ぬ
の
で
あ
る
」

と
い
う
、
と
。

『
文
選
紗
』
に
い
う
、
優
鑑
定
と
は
、

青
雲
を
尋
ね
る
と
い
う
の
は
、
高
く
天
に
ま
で
届
く
こ
と
を
い
う
。

郭
撲
は
当
時
す
で
に
自
身
の
死
を
予
知
し
て
い
た
。

っ
て
自
ら
弁
解
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
駐
は
、

こ
と
を
い
う
、
と
。

高
く
釜
え
る
さ
ま
を
い
う
。

だ
か
ら
詩
を
作

寿
命
を
定
め
る

『
文
選
音
決
』
に
い
う
、
楚
は
、

規
は
、
音
は
白
、
と
。

居
輩
の
反
。
、
駐
は
、

竹
樹
の
反
。

僅
憲
は
、
高
い
と
こ
ろ
に
よ
じ
の
ぼ
っ
て
い
く
さ

総
論
は
、
世
俗
か
ら
姿
を
隠
す
こ
と
を
い
う
。
駐
は
、

留
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
精
塊
は
、
魂
暁
の
こ
と
で
あ
る
、
と
。

陸
善
経
は
い
う
、
億
寒
は
、

呂
向
は
い
う
、

ま
を
い
う
。

ち
ょ
う
ど
の
び
の
び
と
身
、
が
自
由
に

『
文
選
集
在
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
五

郭
弘
山
悦
(
遊
仙
)
撲
(
草
野
)

な
っ
て
昇
仙
す
る
さ
ま
の
こ
と
を
い
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。
『
十
州
記
』

に
は
、
「
治
浪
海
の
島
に
は
大
き
な
山
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
石
を
積
み

重
ね
た
部
屋
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ
ら
は
石
脳
・
石
桂
・
石
英
・

石
騰
と
い
っ
た
仙
石
の
類
い
百
余
種
が
、
い
ず
れ
も
島
で
自
生
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
服
用
す
れ
ば
神
仙
の
よ
う
に
長
生
を
得
る
こ
と
が

と
あ
る
、
と
。

で
き
る
の
で
あ
る
」

[
注
]

①
江
賦
日
:
・
・
:
挺
異
人
乎
精
魂
郭
瑛
「
江
賦
」
(
司
文
選
』
巻
十

二
)
に
、
「
納
隠
治
之
列
真
、
挺
異
人
乎
精
塊
。
播
霊
潤
於
千
里
、
越

岱
宗
之
触
石
。
(
穏
論
の
列
真
を
納
れ
、
異
人
を
精
魂
に
挺
ん
づ
。
霊

潤
を
千
里
に
播
く
こ
と
、
岱
宗
の
石
に
触
る
る
に
越
ゆ
ご
と
あ
る
。

「
隠
論
」
は
、
世
俗
を
避
け
て
暮
ら
す
こ
と
。
隠
遁
す
る
こ
と
を
い

う
。
李
善
は
、
後
漢
の
桓
譲
の
『
桓
子
新
論
』
を
引
い
て
、
「
天
下
神

人
五
、
一
白
神
仙
、
一
一
日
隠
治
、
三
日
使
鬼
物
、
四
日
先
知
、
五
日

鋳
凝
。
(
天
下
の
神
人
は
五
、
一
に
日
わ
く
神
仙
、
二
に
日
わ
く
隠
論
、

三
に
日
わ
く
使
鬼
物
、
四
に
臼
わ
く
先
知
、
五
に
日
わ
く
鋳
凝
ご
と

注
す
る
。
こ
こ
で
は
神
人
の
五
つ
の
種
類
を
示
し
て
い
る
。

謝
玄
糧
「
敬
亭
山
」
(
『
文
選
』
巻
二
十
七
)

ま
た
、

γ

」

、

「
源
論
既
巳
託
、

霊

九
三
頁
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匹i

異
倶
然
棲
。
(
隠
治
統
己
に
託
き
、
異
倶
然
と
し
て
棲
め
り
ご
と

み
え
る
。
「
列
真
」
は
、
列
仙
の
意
。
李
善
は
、
後
漢
の
鴻
街
の
「
爵

0

0

 

銘
」
を
引
い
て
「
富
如
江
海
、
寿
配
列
真
。
(
富
は
江
海
の
如
く
、
寿

は
列
真
に
配
す
ご
と
い
い
、
さ
ら
に
『
説
文
』
を
引
い
て
「
真
、
仙

人
変
形
也
。
(
真
は
、
仙
人
の
変
形
な
り
ご
と
注
す
る
。
ま
た
、
左

0

0

 

思
「
貌
都
賦
」
(
『
文
選
』
巻
六
)
に
も
、
「
常
山
平
子
、
銀
鹿
河
問
。
列
真

非
一
、
往
往
出
駕
。
(
常
山
・
平
子
、
銀
鹿
・
河
問
。
列
真
一
に
非
ず
、

往
往
に
し
て
出
づ
ご
と
み
え
る
。

②
抱
朴
子
日
:
:
:
郎
人
死
『
抱
朴
子
』
内
篇
「
論
仙
」
に
、

人
無
賢
愚
、
皆
知
己
身
之
有
魂
塊
。
魂
塊
分
去
烈
人
病
、
尽
去
知

人
死
。
故
分
去
射
術
家
有
拘
録
之
法
、
尽
去
則
礼
典
有
招
呼
之
義
。

此
之
為
物
至
近
者
也
。
然
与
人
倶
生
、
至
平
終
身
、
莫
或
有
自
鶴

見
之
者
也
。
量
可
遂
以
不
間
見
之
、
又
云
無
之
乎
。

(
人
に
賢
愚
無
く
、
皆
な
己
が
身
の
魂
塊
有
る
を
知
る
。
魂
暁
分

か
れ
去
れ
ば
別
ち
人
病
み
、
尽
く
去
れ
ば
別
ち
人
死
す
。
故
に
分

か
れ
去
れ
ば
別
ち
術
家
に
拘
録
の
法
有
り
、
尽
く
去
れ
ば
別
ち
礼

典
招
呼
の
義
有
り
。
此
を
之
れ
物
至
っ
て
近
き
者
と
為
す
な
り
。

然
れ
ど
も
人
と
倶
に
生
き
、
身
を
終
う
る
に
至
り
て
、
或
い
は
自

ら
之
を
間
見
す
る
者
莫
き
な
り
。
査
に
遂
に
之
を
鶴
見
せ
ざ
る
を

九
四
頁

以
て
、

又
た
之
れ
無
し
と
云
う
べ
け
ん
や
)

と
あ
る
。

③
十
州
記
云
『
十
州
記
』
は
『
海
内
十
洲
記
』
の
こ
と
。

後
人
が
東
方
朔
に
偽
託
し
た
も
の
。
こ
の
引
用
は
「
治
海
島
」

の巻
条。

沿
海
島
在
北
海
中
。
地
方
三
千
里
、
去
岸
二
十
一
万
里
。
海
図
面

繰
島
、
各
広
五
千
里
。
水
皆
蒼
色
、
仙
人
謂
之
沿
海
也
。
島
上
倶

0

0

0

0

 

是
大
山
、
積
石
至
多
。
石
象
八
石
石
脳
石
桂
英
流
丹
葉
子
石
騰
之

輩
百
余
種
、
皆
生
於
島
。
石
服
之
神
仙
長
生
。
島
中
有
紫
石
宮
室
。

九
老
仙
都
所
治
、
仙
官
数
万
人
居
鷲
。
(
「
西
部
叢
刊
」
子
部
所
収

『
雲
笈
七
銭
』
巻
之
二
十
六
「
十
洲
三
島
」
に
拠
る
)

(
沿
海
島
は
北
海
中
に
在
り
。
地
方
三
千
里
、
岸
を
去
る
こ
と
二

十
一
万
里
。
海
の
四
面
は
島
を
繰
り
、
各
お
の
広
さ
五
千
里
。
水

は
皆
な
蒼
色
に
し
て
、
仙
人
之
を
治
海
と
謂
う
な
り
。
島
の
上
に

は
倶
に
是
れ
大
山
あ
り
、
積
石
至
っ
て
多
し
。
石
象
・
八
石
・
石

脳
・
石
桂
英
・
流
丹
・
黄
子
・
石
擦
の
輩
百
余
種
、
皆
な
島
に
生

、
ず
。
石
之
を
服
す
れ
ば
神
仙
の
ご
と
く
長
生
す
。
島
中
に
紫
石
の

宮
室
有
り
。
九
老
仙
の
都
な
治
む
る
所
に
し
て
、
他
官
数
万
人

駕

に
居
す
)



な
お
本
文
の
引
用
で
は
「
積
石
室
多
」
と
あ
る
が
、

州
記
』
の
諸
本
で
は
い
ず
れ
も
「
穣
石
至
多
(
積
石
至
っ
て
多
し
ご

に
作
る
。
そ
れ
な
ら
ば
「
あ
た
り
に
は
積
み
重
な
っ
た
石
が
と
て
も

多
く
転
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
と
な
ろ
う
。

と
み
え
る
。

05 

06 

方
士
練
玉
液
】

{
道
人
読
丹
経

れ

恥

②

李
善
日
、
道
人
、
方
術
之
士
也
。
巳
見
述
哀
詩
。
神
仙
伝
日
、
准

①
 

南
王
好
道
術
之
士
。
於
是
八
公
乃
往
、
遂
授
以
丹
経
。
漢
書
日
、
燕

@

し

ド

l
i
l
-
-

斉
之
方
士
。
侍
玄
求
仙
篇
白
、
玉
液
涌
出
華
泉
。
楚
辞
日
、
仏
川
玉
液

仏
ワ
止
渇
。

紗
日
、
道
人
、
謂
得
道
之
人
。
丹
経
、
赤
心
塩
。
作
此
経
術
、
並

@

⑦

 

練
玉
石
法
、
皆
取
石
心
。
故
言
丹
経
。
准
南
王
八
公
丹
経
一
巻
。
陶

③
 

隠
居
仙
方
丹
経
三
巻
。
又
准
南
集
中
鴻
宝
書
。
練
丹
為
黄
金
、
黄
金

@
 

成
以
為
器
、
別
神
仙
可
見
、
蓬
莱
可
遊
。
又
抱
朴
子
内
篇
、
有
神
丹

九
転
之
法
。
致
長
生
、
其
経
不
復
備
挙
。
又
云
、
以
朱
草
汁
漬
玉
、

知
可
使
消
以
為
水
。
飲
之
不
死
。
朱
草
出
瑞
図
。
方
士
、
有
方
術
之

⑪
 

士
。
練
取
玉
汁
和
薬
草
、
煮
之
、
為
液
。
服
之
得
長
生
。
漢
武
帝
故

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
五
)

郭
弘
股
(
遊
仙
)
瑛
(
草
野
)

『
十

西
王
母
太
上
之
薬
、
有
金
疑
玉
津
也
。

音
決
、
液
、
音
亦
。

張
銑
日
、
玉
液
、
謂
玉
膏
也
。

李
善
白
わ
く
、
道
人
は
、
方
術
の
士
な
り
。
に
述
哀
詩
に
見
ゆ
。

神
仙
伝
に
日
わ
く
、
准
南
王
道
術
の
士
を
好
む
。
日
疋
に
於
い
て
八
公

乃
ち
往
き
、
遂
に
授
く
る
に
丹
経
を
以
て
す
。
漢
書
に
日
わ
く
、
燕

斉
の
方
士
、
と
。
侍
玄
の
求
仙
篇
に
臼
わ
く
、
玉
液
華
泉
よ
り
涌
き

出
づ
、
と
。
楚
辞
に
日
わ
く
、
玉
液
を
吹
っ
て
渇
き
を
止
む
、
と
。

紗
に
日
わ
く
、
道
人
は
、
道
を
得
た
る
の
人
を
謂
う
。
丹
経
は
、

赤
心
な
り
。
此
の
経
の
術
、
並
び
に
玉
石
を
練
る
法
を
作
す
は
、
皆

な
石
心
を
取
る
な
り
。
故
に
丹
経
と
言
う
。
准
南
王
・
八
公
の
丹
経

一
巻
、
陶
隠
居
の
仙
方
丹
経
三
巻
あ
り
。
又
た
准
南
集
中
に
鴻
{
玉
な

る
書
あ
り
。
練
丹
し
て
黄
金
を
為
り
、
黄
金
成
り
て
以
て
器
を
為
せ

ば
、
別
ち
神
仙
見
る
べ
し
、
蓬
莱
遊
ぶ
べ
し
。
又
た
抱
朴
子
の
内
篇

に
神
丹
九
転
の
法
有
り
。
長
生
を
致
す
も
、
其
の
経
復
た
備
さ
に
挙

げ
ず
。
又
た
云
う
、
朱
草
の
汁
を
以
て
玉
を
漬
せ
ば
、
則
ち
消
え
て

以
て
水
と
為
さ
し
む
べ
し
。
之
を
飲
め
ば
死
せ
ず
、
と
。
朱
草
は
瑞

図
に
出
づ
。
方
士
は
、
方
術
有
る
の
士
な
り
。
練
り
て
玉
汁
を
取
り

九
五
頁
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て
薬
草
に
和
し
、
之
を
煮
て
液
と
為
す
。
之
を
服
す
れ
ば
長
生
を
得

た
り
。
漢
武
帝
故
事
に
、
西
王
母
の
太
上
の
薬
に
、
金
疑
・
玉
津
有

と。

る
な
り
、

立
日
決
に
、
液
は
、
音
亦
、

張
銑
日
は
く
、
玉
液
は
、

と玉
膏
を
謂
う
な
り
、

と。

[
校
勘
〕

O
巳
見
述
哀
詩
「
己
見
擬
滋
黄
門
述
哀
詩
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本

・
国
子
監
本
・
明
州
本
・
秀
川
本
〉
、
〈
建
州
本
〉
は
こ
の
注
を
欠
き
、

下
匂
に
「
列
異
伝
日
、
北
海
営
陵
有
道
人
能
使
人
与
死
人
相
見
。
同

郡
人
、
婦
死
巳
数
年
。
関
市
往
見
之
日
、
願
令
我
一
見
死
人
、
不
恨
。

遂
教
其
見
之
。
於
是
与
婦
人
相
見
、
言
語
悲
喜
、
思
情
如
生
。
良
久

乃
関
鼓
声
。
恨
恨
不
能
出
戸
、
掩
門
乃
走
、
主
(
裾
為
戸
所
関
、

市
去
後
。
歳
入
示
此
人
死
。
家
葬
之
開
見
婦
棺
蓋
、
下
有
衣
裾
。
」

す
る
。
こ
れ
は
雑
体
詩
「
述
哀
詩
」
の
「
我
懇
北
海
術
」

善
注
に
引
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

O
楚
辞
日
「
楚
詞
臼
」

本
・
建
州
本
〉

O
張
銑
臼

と製
注絶

の
句
の
李

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
昌
子
監
本
・
明
州

「
銑
日
」

〈
棟
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州

九
六
頁

本
〉
、
以
上
の
テ
ク
ス
ト
は
「
道
人
、
得
道
人
也
。
丹
経
、
九
転
之
法
。

方
士
、
術
土
也
。
玉
液
、
謂
玉
膏
。
」
と
注
し
て
お
り
、
集
注
本
が
こ

れ
ら
を
省
い
た
の
は
、
李
基
ロ
注
(
「
道
人
、
方
術
之
士
也
」
)
、
『
文
選

紗
』
(
「
道
人
、
謂
得
道
之
人
」
)
と
重
複
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

[訳〕李
善
は
い
う
、
道
人
は
、
方
術
の
士
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

す
で
に
「
述
哀
詩
」
に
見
え
て
い
る
。
『
神
仙
伝
』
に
は
、
「
准
南
王

は
道
術
の
士
を
好
ん
だ
。
そ
こ
で
八
公
は
彼
の
も
と
に
往
き
、
か
く

て
『
丹
経
』
を
授
け
た
」
と
い
う
。
『
漢
書
』
に
は
、
「
燕
や
斉
の
方

士
た
ち
」
と
あ
る
。
待
玄
の
『
求
仙
篇
』
に
は
、
「
玉
液
は
華
泉
よ
り

涌
き
出
る
」
と
い
う
。
ま
た
『
楚
辞
』
に
は
、
「
玉
液
を
吸
っ
て
渇
き

を
と
め
る
」
と
あ
る
、
と
。

『
文
選
紗
』
に
い
う
、
道
人
は
、
道
を
体
得
し
た
人
の
こ
と
を
い

う
。
丹
経
は
、
石
の
中
心
を
取
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
丹
経
の
方
法

や
、
玉
石
を
練
る
方
法
は
、
い
ず
れ
も
石
の
中
心
を
取
る
も
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
丹
経
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
准
南
王

劉
安
と
八
公
の
『
丹
経
』
一
巻
、
陶
穏
居
の
『
仙
方
丹
経
』
三
巻
が

あ
る
。
ま
た
准
南
王
の
文
集
中
に
は
『
鴻
宝
書
』
な
る
も
の
が
あ
る
。



練
丹
し
て
黄
金
を
作
り
、
黄
金
が
で
き
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
器
を
作

れ
ば
、
神
仙
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
蓬
莱
山
に
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
抱
朴
子
』
の
内
篇
に
は
神
丹
九
転
の
法
と

い
う
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
不
老
長
生
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
が
、
そ
れ
を
一
記
し
た
典
籍
つ
い
て
詳
し
く
は
挙
げ
て
い
な
い
。
お

な
じ
く
『
抱
朴
子
』
に
は
、
朱
草
の
汁
に
玉
を
演
す
と
、
玉
が
消
え

て
水
状
の
も
の
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
飲
め
ば
不
老
不

死
と
な
る
」
と
い
う
。
朱
草
は
瑞
図
に
生
え
て
い
る
。
方
士
は
、
方

術
を
呉
え
た
人
の
こ
と
で
あ
る
。
玉
の
汁
を
練
っ
て
薬
草
に
混
ぜ
、

さ
ら
に
煮
て
液
体
と
す
る
。
こ
れ
を
服
用
す
る
と
不
老
長
生
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。
『
漢
武
帝
故
事
』
に
は
、
「
西
王
母
の
最
上
の
薬
は
、

金
疑
・
玉
津
で
あ
る
」
と
あ
る
、
と
。

『
文
選
音
決
』
に
い
う
、
液
は
、
音
は
亦
、
と
。

張
銑
は
い
う
、
玉
液
は
、
玉
膏
の
こ
と
で
あ
る
、
と
。

注①
巳
見
述
哀
詩
江
掩
の
雑
体
詩
「
播
黄
門
[
述
哀
〕
岳
」
(
『
文

選
』
巻
三
十
一
、
集
注
本
で
は
巻
六
十
こ
に
、
「
我
意
北
海
術
、
爾

無
帝
女
品
一
章
。
(
我
れ
北
海
の
術
を
懇
ぢ
、
爾
帝
女
の
品
一
並
無
し
ご
と
あ

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
五
)

郭
弘
農
(
遊
仙
)
撲
(
重
野
)

る
の
を
さ
す
。

②
神
仙
伝
臼
:
:
:
遂
授
以
丹
経
以
下
の
李
善
、
が
引
く
同
文
は
現

在
の
『
神
仙
伝
』
に
は
み
え
な
い
。
巻
四
「
劉
安
」
に
、
「
乃
天
下
道

書
、
及
方
術
之
士
、
不
遠
千
里
、
卑
辞
重
幣
、
請
致
之
。
於
是
乃
有
八

公
詣
問
、
皆
髪
眉
結
白
。
:
:
:
安
乃
日
夕
朝
拝
、
供
進
酒
捕
、
各
試
主
(

向
所
ニ
一
一
口
。
千
変
万
化
、
種
種
異
術
、
無
有
不
致
。
遂
授
王
丹
経
三
十
六

巻
。
(
乃
ち
天
下
の
道
書
、
方
術
の
士
に
及
び
、
千
里
を
遠
し
と
せ
ず
、

辞
を
卑
く
し
幣
を
重
ね
、
詰
切
っ
て
之
を
致
す
。
是
に
於
い
て
乃
ち
八
公

有
り
て
門
に
詣
り
、
皆
な
第
居
結
白
た
り
。
:
:
:
安
乃
ち
日
夕
朝
拝
し
、

沼
蹄
を
供
進
し
、
各
お
の
其
の
向
の
一
一
百
う
所
を
試
み
れ
ば
、
千
変
万
化
、

種
種
の
異
術
、
殺
な
ら
ざ
る
有
る
無
し
。
遂
に
王
に
丹
経
三
十
六
巻
を

授
く
ご
と
あ
る
の
が
最
も
近
い
内
容
で
あ
り
、
劉
安
が
道
術
を
一
記
し

た
典
籍
や
方
士
を
好
ん
で
諸
国
か
ら
招
致
し
、
そ
の
な
か
の
八
公
な

る
八
人
の
仙
人
の
も
と
で
教
え
を
受
け
、
や
が
て
『
丹
経
』
三
十
六

巻
を
授
け
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

③
漢
書
日
、
燕
斉
之
方
士
『
漢
書
』
巻
二
十
五
「
郊
記
志
上
」

に
、
「
鱗
術
以
陰
陽
主
連
鋲
於
諸
侯
。
市
燕
斉
海
上
之
方
士
、
伝
其
術

不
能
通
。
然
別
怪
迂
阿
訣
荷
ム
口
之
徒
、
自
此
興
、
不
可
勝
数
也
。
(
鞠

街
は
陰
陽
主
連
を
以
て
諸
侯
に
顕
る
。
市
し
て
燕
・
斉
の
海
上
の
方

九
七
頁
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士
、
其
の
術
を
伝
う
れ
ど
も
通
ず
る
こ
と
能
わ
ず
。
然
ら
ば
別
ち
怪

迂
何
訣
務
合
の
徒
、
此
れ
自
り
興
り
、
勝
、
げ
て
数
う
べ
か
ら
ざ
る
な

り
ご
と
み
え
る
。
ま
た
『
史
一
記
』
巻
二
十
八
「
封
禅
幸
一
一
回
」
に
も
同
文

が
み
え
て
い
る
。

④
侍
玄
求
他
篇
目
、
玉
液
涌
出
華
泉
傍
玄
(
建
安
二
十
二
年
〈
一
一

一
七
〉
(
)
威
寧
四
年
〈
二
七
八
〉
)
は
、
規
、
西
晋
の
政
治
家
・
文
学

者
。
字
は
休
突
、
誌
は
剛
。
北
地
郡
泥
揚
県
(
現
在
の
険
西
省
耀
県

の
東
南
)
の
人
。
若
く
し
て
父
傍
幹
を
失
い
貧
窮
に
苦
し
ん
だ
が
、

博
学
に
し
て
、
と
り
わ
け
文
章
と
音
楽
を
長
じ
た
。
貌
の
末
に
秀
才

に
挙
げ
ら
れ
、
西
普
の
初
め
に
散
騎
常
侍
と
な
る
。
や
が
て
武
帝
に

諌
言
す
る
任
に
あ
た
り
、
多
く
の
諌
議
文
を
上
奏
し
た
。
の
ち
に
太

僕
・
司
隷
校
尉
と
な
っ
た
。
伝
は
『
晋
室
田
』
巻
四
十
七
に
立
て
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
文
集
百
余
巻
」
の
ほ
か
、
『
侍
子
』
二
一

O
巻
な
ど
の
著
述
を
残
し
た
と
あ
る
が
、
現
存
す
る
も
の
は
ご
く
わ

ず
か
で
あ
る
。
こ
の
「
求
仙
篇
」
に
つ
い
て
も
す
で
に
散
供
し
て
お

り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

⑤
楚
辞
呂
、
晩
玉
液
分
止
潟
『
楚
辞
』
九
思
「
疾
世
」
に
、
「
吹

玉
液
今
止
渇
、
蕗
芝
華
分
療
飢
。
(
玉
液
を
仏
引
い
て
渇
き
を
止
め
、
芝

華
を
抑
留
み
て
飢
を
療
す
ご
と
み
え
、
王
逸
は
「
玉
液
、
理
薬
之
精
気
。

九
八
頁

芝
、
神
草
也
。
渇
畷
玉
精
、
飢
食
芝
華
、
欲
倦
去
也
。
(
玉
液
は
、
理

薬
の
精
気
な
り
。
芝
は
、
神
草
な
り
。
渇
け
ば
玉
精
を
畷
り
、
飢
れ

ば
芝
華
を
食
い
、
倦
去
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
ご
と
注
す
る
。

⑤
准
南
王
八
公
丹
経
一
巻
准
南
王
銭
安
が
八
公
か
ら
『
丹
経
』

を
授
か
っ
た
こ
と
は
先
の
『
神
仙
伝
』
の
記
載
に
み
え
る
が
、
そ
こ

で
は
三
十
六
巻
に
作
り
『
文
選
紗
』
と
は
異
な
る
。
そ
の
名
の
示
す

通
り
、
煉
丹
の
方
法
を
記
し
た
丹
書
の
類
で
あ
ろ
う
が
、
伝
存
や
そ

の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
未
詳
。

⑦
陶
隠
居
仙
方
丹
経
三
巻
「
淘
揺
居
」
は
、
陶
弘
景
(
孝
建
三

年
〈
四
五
六
〉

i
大
同
二
年
〈
五
三
六
〉
)
の
こ
と
。
南
朝
、
梁
の
道
士
、

医
者
、
ま
た
道
教
の
茅
山
派
の
開
祖
で
も
あ
る
。
宇
は
通
明
。
号
は
華

陽
隠
居
、
晩
年
に
は
華
陽
真
逸
と
称
し
た
。
丹
陽
郡
株
陵
(
現
在
の
江

蘇
省
南
京
市
)
の
人
。
南
朝
斉
の
高
帝
の
時
に
仕
官
し
て
左
衛
殿
中
将

軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
三
十
六
歳
で
致
土
し
て
句
曲
山
(
茅
山
)
に
穏

遁
し
た
。
そ
の
頃
に
孫
済
岳
に
符
図
や
経
法
を
授
か
り
、
ま
た
あ
ま
ね

く
名
山
を
歴
訪
し
て
仙
薬
を
求
め
た
。
時
の
武
帝
は
掬
弘
景
の
才
を
愛

し
、
そ
の
招
轄
に
は
応
じ
な
か
っ
た
が
、
元
号
の
選
定
や
軍
事
な
ど
た

び
た
び
国
の
大
事
に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
た
。
そ
の
た
め
世
の
人
々
は

陶
弘
景
を
「
山
中
宰
棺
」
と
称
し
た
。
死
後
、
貞
白
先
生
と
訟
さ
れ
た
。



著

作

は

『

集

注

毛

詩

』

二

十

四

巻

、

『

三

礼

自

録

』

『

天

儀

説

要
』
一
巻
、
『
肘
後
方
』
六
巻
、
『
梁
隠
居
先
生
陶
弘
景
集
』
ニ
十
巻
、

『
陶
弘
景
内
集
』
十
五
巻
(
以
上
、
『
惰
志
』
に
拠
る
)
、
『
帝
王
年
歴
』

五
巻
、
『
草
堂
法
師
伝
』
一
巻
、
『
周
氏
冥
通
記
』
一
巻
、
『
老
子
』
四

巻
、
『
真
詰
』
十
巻
、
『
登
真
隠
訣
』
一
一
十
五
巻
、
『
真
人
水
鏡
』
十
巻
、

『
握
鏡
』
一
巻
、
『
太
清
玉
石
丹
薬
要
集
』
三
巻
、
『
補
肘
後
救
卒
備

急
方
』
六
巻
、
『
効
除
方
』
十
巻
(
以
上
、
『
侶
唐
童
日
』
経
籍
志
に
拠

る
)
な
ど
多
数
あ
る
が
、
な
か
で
も
中
居
最
古
の
薬
学
書
で
あ
る
『
神

農
本
草
経
』
を
整
理
編
纂
し
て
『
本
草
経
集
注
』
七
巻
を
著
し
た
こ
と

は
特
に
知
ら
れ
て
い
る
。
伝
は
『
梁
書
』
巻
五
十
一
「
処
士
へ
『
南

史
』
巻
七
十
六
「
隠
逸
下
」
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
な
お
「
仙
方
丹

経
三
巻
」
に
つ
い
て
は
歴
代
の
目
録
に
も
著
録
さ
れ
て
お
ら
ず
未
詳
。

③
鴻
宝
書
侠
書
。
神
仙
が
鬼
神
を
使
役
し
て
金
を
作
ら
せ
る
道

術
な
ど
を
中
心
に
記
述
し
た
も
の
ら
し
い
が
、
そ
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
不
明
。
こ
の
書
名
は
『
漢
書
』
巻
三
十
六
「
楚
元
王
伝
」

に
附
載
さ
れ
て
い
る
劉
向
伝
に
、
「
上
復
興
神
他
方
術
之
事
。
市
准
南

。。

有
枕
中
鴻
宝
苑
秘
書
。
書
言
神
仙
使
鬼
物
為
金
之
術
、
及
都
術
重
道

延
命
方
。
世
人
莫
見
。
(
上
〈
宣
帝
〉
復
た
神
仙
方
術
の
事
を
興
す
。

而
し
て
准
南
に
枕
中
鴻
宝
苑
秘
書
有
り
。
書
は
神
仙
の
鬼
物
を
し
て

巻

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
五
)

郭
弘
農
(
遊
仙
)
撲
(
重
野
)

金
を
為
ら
し
む
る
術
、
及
び
制
御
前
の
道
を
重
ん
じ
命
を
延
ば
す
方
を

ニ
一
一
口
う
。
世
人
見
る
も
の
莫
し
ご
と
み
え
、
顔
師
古
は
「
鴻
宝
苑
秘
書
、

並
道
術
篇
名
。
蔵
在
枕
中
、
言
常
存
録
之
不
漏
池
山
U

。
(
師
古
田
わ
く
、

鴻
宝
・
苑
秘
の
書
は
、
並
び
に
道
術
の
篇
名
な
り
。
蔵
し
て
枕
中
に
在

り
、
常
に
之
を
存
録
し
て
漏
准
せ
ざ
る
を
言
う
な
り
ご
と
注
し
て
お

り
、
一
鴻
{
玉
』
と
『
苑
秘
』
の
二
書
と
し
て
い
る
が
、
現
在
で
は
一
書

と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
降
っ
て
『
抱
朴
子
』
内
篇
「
論
他
」
に

は
、
「
夫
作
金
比
自
在
神
仙
集
中
。
准
南
王
抄
出
、
以
作
鴻
宝
枕
中
書
。

，
雄
有
其
文
、
然
皆
秘
主
ハ
要
、
文
必
須
口
訣
、
臨
文
指
解
、
然
後
可
為
耳
。

(
夫
れ
金
を
作
る
は
皆
な
神
仙
の
集
中
に
在
り
。
准
南
王
抄
出
し
て
、

以
て
鴻
宝
枕
中
書
を
作
る
。
其
の
文
有
り
と
雄
も
、
然
れ
ど
も
皆
な
其

の
文
を
秘
し
、
文
必
ず
口
訣
を
須
ち
、
文
に
臨
ん
で
指
解
し
、
然
る
後

に
為
す
べ
き
の
み
ご
と
い
い
、
ま
た
『
神
仙
伝
』
「
劉
安
」
に
も
、
「
作

。。

内
書
二
十
二
篇
、
又
中
篇
八
章
、
言
神
仙
黄
白
之
事
、
名
為
鴻
宝
。

万
畢
三
章
、
論
変
化
之
道
、
凡
十
万
言
。
(
内
書
二
十
二
篇
を
作
り
、

又
た
中
篇
八
章
は
、
神
仙
黄
自
の
事
を
言
い
、
名
づ
け
て
鴻
宝
と
為

す
。
万
畢
三
章
は
、
変
化
の
道
を
論
じ
、
凡
そ
十
万
言
な
り
ご
と
あ

る
。
こ
こ
で
い
う
「
万
畢
三
章
」
は
先
の
「
苑
秘
」

の
侠
文
に
つ
い
て
は
、
清
の
孫
鴻
翼
や
亦
沖
林
、

の
こ
と
で
、

民
田
の
葉
徳
輝
ら
に

九

九

頁
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よ
る
『
准
南
万
畢
術
』
一
巻
(
『
間
経
堂
叢
書
』
、
『
十
種
古
侠
書
』
、
『
観

古
堂
所
著
書
』
等
所
収
)
な
ど
に
輯
供
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
有
馬
卓

也
氏
に
よ
る
品
准
南
高
畢
術
』
訳
注
」
(
二
、
合
二
、
(
コ
一
)
、
(
四
)

(
『
東
洋
古
典
学
研
究
』
三
四
、
一
一
一
玉
、
三
六
、
三
七
集
、
二

O
二
一

年
十
月
、
二

O
一
三
年
五
月
、
二

O
二
ニ
年
十
月
、
二

O
一
四
年
五
月
)

が
あ
る
。

⑨
又
抱
朴
子
内
篇
:
・
:
・
其
経
不
復
備
挙
『
抱
朴
子
』
内
篇
「
金

丹
」
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

一
転
之
丹
、
服
之
三
年
得
他
。
二
転
之
丹
、
服
之
二
年
得
仙
。
三

転
之
丹
、
服
之
一
年
得
他
。
西
転
之
丹
、
服
之
半
年
得
仙
。
五
転

之
丹
、
販
之
百
日
得
仙
。
六
転
之
丹
、
服
之
沼
十
日
得
仙
。
七
転

之
丹
、
服
之
三
十
日
得
仙
。
八
転
之
丹
、
服
之
十
日
得
仙
。
九
転

之
丹
、
服
之
三
日
得
仙
。
若
取
九
転
之
丹
、
内
神
鼎
中
、
夏
至
之

後
、
爆
之
鼎
熱
、
内
朱
児
一
斤
於
蓋
下
、
伏
伺
之
候
、
日
精
照
之
、

須
奥
翁
然
倶
起
、
泊
庄
治
圧
煙
煙
、
神
光
五
色
、
郎
化
為
還
丹
。
取
市

服
之
一
万
圭
、
即
白
日
昇
天
。
又
九
転
之
丹
者
、
封
塗
之
於
土
釜

中
、
糠
火
、
先
文
後
武
。
其
一
転
至
九
転
、
遅
速
各
有
日
数
多
少
。

以
北
知
之
耳
。
其
転
数
少
、
其
薬
力
不
足
。
故
服
之
用
日
多
、
得

他
遅
也
。
其
転
数
多
、
薬
力
感
。
故
服
之
用
日
少
、
市
得
仙
速
也
。

ご
転
の
丹
、
之
を
服
す
る
こ
と
三
年
に
し
て
仙
な
る
を
得
ん
。

二
転
の
丹
、
之
を
服
す
る
こ
と
二
年
に
し
て
仙
な
る
を
得
ん
。
三

転
の
丹
、
之
を
服
す
る
こ
と
一
年
に
し
て
仙
な
る
を
得
ん
。
回
転

の
丹
、
之
を
服
す
る
こ
と
半
年
に
し
て
仙
な
る
を
得
ん
。
五
転
の

丹
、
之
を
服
す
れ
ば
百
日
に
し
て
仙
な
る
を
得
。
六
転
の
丹
、
之

を
服
す
る
こ
と
四
十
日
に
し
て
仙
な
る
を
得
ん
。
七
転
の
丹
、
之

を
服
す
る
こ
と
三
十
日
に
し
て
仙
な
る
を
得
ん
。
八
転
の
丹
、
之

を
服
す
る
こ
と
十
日
に
し
て
仙
な
る
を
得
ん
。
九
転
の
丹
、
之
を

服
す
る
こ
と
三
日
に
し
て
他
な
る
を
得
ん
。
若
し
九
転
の
丹
を
取

り
て
、
神
間
所
の
中
に
内
れ
、
夏
至
の
後
、
之
を
鼎
熱
に
曝
し
、
朱

児
一
斤
を
蓋
下
に
内
れ
、
伏
し
て
之
が
候
を
伺
い
、
日
精
之
を
照

せ
ば
、
須
出
火
に
し
て
会
然
と
し
て
倶
に
起
り
、
爆
油
圧
爆
煙
と
し
て
、

神
光
五
色
あ
り
、
即
ち
化
し
て
還
丹
と
為
る
。
取
り
て
之
を
服
す

る
こ
と
一
刀
圭
な
れ
ば
、
即
ち
白
日
天
に
昇
る
。
又
た
九
転
の
丹

は
、
之
を
土
釜
の
中
に
封
塗
し
、
糠
火
は
、
先
に
文
や
か
に
し
後

に
武
く
す
。
其
の
一
転
よ
り
九
転
に
至
る
ま
で
、
遅
速
各
お
の
日

数
の
多
少
有
り
。
此
を
以
て
之
を
知
る
の
み
。
其
の
転
数
少
け
れ

ば
、
其
の
薬
力
足
ら
ず
。
故
に
之
を
服
す
る
と
き
は
日
を
用
う
る

こ
と
多
く
し
て
、
仙
を
得
る
こ
と
遅
き
な
り
。
其
の
転
数
多
け
れ



ば
、
薬
力
盛
ん
な
り
。
故
に
之
を
服
す
る
と
き
は
日
を
用
う
る
こ

と
少
く
し
て
、
仙
を
得
る
こ
と
速
や
か
な
り
)

⑬
又
云
・
:
・
:
飲
之
不
死
同
じ
く
『
抱
朴
子
』
「
金
丹
」
に
は
つ
ぎ

の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

又
和
以
朱
革
、
一
服
之
、
能
乗
虚
而
行
思
議
。
朱
草
状
似
小
奏
、
栽

長
三
四
尺
、
枝
葉
皆
赤
、
室
如
珊
刑
判
。
喜
生
名
山
岩
石
之
下
。
刻

之
汁
流
如
血
。
以
玉
及
八
石
金
銀
投
其
中
、
立
便
可
丸
如
泥
。
久

財
成
水
、
以
金
投
之
、
名
為
金
媛
、
以
玉
投
之
、
名
為
玉
盤
。
服

之
皆
長
生
。

(
又
た
和
す
る
に
朱
草
を
以
て
し
、
一
た
び
之
を
服
す
れ
ば
、
能

く
虚
に
乗
り
て
雲
を
行
く
。
朱
草
の
状
は
小
棄
に
似
て
、
栽
長
三

四
尺
、
枝
葉
は
皆
な
赤
く
、
室
は
珊
瑚
の
如
し
。
喜
ん
で
名
山
の

岩
十
七
の
下
に
生
、
ず
。
之
を
刻
め
ば
汁
流
れ
て
血
の
如
し
。
玉
及
び

八
石
・
金
銀
を
以
て
其
の
中
に
投
ず
れ
ば
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
便
ち

丸
ま
り
て
泥
の
如
く
な
る
べ
し
。
久
し
う
す
れ
ば
則
ち
水
と
成
り
、

金
を
以
て
之
に
投
ず
れ
ば
、
名
づ
け
て
金
疑
と
為
し
、
玉
を
以
て

之
に
投
ず
れ
ば
、
名
づ
け
て
玉
醸
と
為
す
。
之
を
服
す
れ
ば
皆
な

長
生
す
)

⑪
漢
武
帝
故
事
:
:
:
有
金
紫
玉
津
山
部

『
漢
武
故
事
』
(
魯
迅
『
古

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
五
)

郭
弘
農
(
遊
仙
)
撲
(
重
野
)

小
説
鈎
沈
』
に
拠
る
)
に
、
「
母
日
、
其
太
上
之
薬
、
有
中
華
紫
蜜
、

雲
山
朱
蜜
、
玉
液
金
疑
。
主
ハ
次
薬
有
五
雲
之
紫
、
風
実
雲
子
、
玄
霜

降
雪
。
上
握
蘭
園
之
金
精
、
下
橋
円
丘
之
紫
奈
。
(
母
日
わ
く
、
其
の

太
上
の
薬
に
は
、
中
華
の
紫
蜜
、
思
議
山
の
朱
蜜
、
玉
液
の
金
策
有
り
。

其
の
次
の
薬
に
は
五
雲
の
策
、
風
実
雲
子
、
玄
霜
絡
雪
有
り
。
上
に

は
欝
還
の
金
精
を
握
り
、
下
に
は
円
丘
の
紫
奈
を
摘
む
ご
と
み
え
る
。

ま
た
『
芸
文
類
取
水
』
巻
八
十
一
「
薬
」
に
引
く
『
漢
武
内
伝
』
に
は
、

「
西
王
母
謂
武
帝
日
、
其
太
上
之
薬
、
乃
有
風
実
雲
子
、
玉
津
金
疑
。

(
西
王
母
武
帝
に
謂
い
て
日
わ
く
、
主
(
の
太
上
の
薬
に
は
、

実
雲
子
、
玉
津
の
金
疑
有
り
ご
と
あ
る
。

乃
ち
風

07 

08 

{
朱
霞
入
窓
臓

濯
霊
照
空
総
}

む

李
善
日
、
十
洲
記
日
、
朱
霞
九
光
。
広
雅
日
、
曜
霊
、

文
日
、
隙
、
壁
際
也
。

紗
目
、
朱
澱
、
日
辺
赤
雲
。
山
既
高
入
一
官
官
、
故
雲
霞
入
窓
隠
胸
中
也
。

曜
霊
、
日
御
位
。
空
隙
、
壁
孔
。
言
高
故
棺
照
当
。

音
決
、
編
、
音
酉
。
澱
、
音
霞
。

日
也

説③

一
O
一頁
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周
李
験
日
、
隙
、
穴
也
。
言
所
居
高
也
。

今
案
紗
立
日
決
、
霞
為
椴
也
。

李
善
日
わ
く
、
十
洲
記
に
日
わ
く
、
朱
霞
に
九
光
あ
り
、
と
。
広

雅
に
臼
わ
く
、
曜
霊
は
、
日
な
り
、
と
。
説
文
に
臼
わ
く
、
隙
は
、

壁
際
な
り
、
と
。

紗
に
日
わ
く
、
朱
般
、
日
辺
の
赤
雲
な
り
。
山
既
に
高
く
し
て
雲

に
入
る
が
故
に
雲
霞
窓
回
胸
中
に
入
る
な
り
。
曜
霊
は
、
日
御
な
り
。

空
隙
は
、
壁
孔
な
り
。
高
き
が
故
に
当
を
相
い
照
ら
す
を
一
一
一
一
口
う
、
と
。

音
決
に
、
踊
は
、
音
酉
。
般
は
、
音
霞
、
と
。

周
李
翰
日
わ
く
、
隙
は
、
穴
な
り
。
居
る
所
の
高
き
を
言
う
な
り
、

と。
今
紗
・
音
決
を
案
ず
る
に
、

霞
を
般
と
為
す
な
り
。

〔
校
勘
〕

O
広
雅
日
曜
霊
目
指

O
壁
際
也
「
壁
縫
山
也
」

本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
罵
李
総
日
「
翰
日
」 該

当
笛
所
無
し
〈
明
州
本
・
秀
州
本
〉

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
・
明
州

〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州

一O
二
頁

本
〉
集
注
本
は
「
李
周
翰
」
の
誤
倒
。

O
言
所
居
高
也
二
一
一
口
所
居
之
処
高
也
」

秀
州
本
・
建
州
本
〉

〈
陳
八
郎
本
・
明
川
本

〔訳〕李
善
は
い
う
、
『
十
洲
記
』
に
、
「
朱
い
一
軍
一
宮
が
美
し
い
輝
き
を
は
な

っ
て
い
る
」
と
い
う
。
円
広
雅
』
に
は
、
「
擢
霊
は
、
日
の
こ
と
で
あ

る
」
と
い
う
。
『
説
文
』
に
は
、
「
隙
は
、
壁
ぎ
わ
で
あ
る
」
と
い
う
、

と

司
文
選
紗
』
に
い
う
、

雲
の
こ
と
で
あ
る
。

朱
赦
は
、

山
は
と
て
も
高
く
釜
え
て
雲
に
入
り
、
そ
れ
ゆ

え
に
雲
や
も
や
が
窓
か
ら
中
に
入
り
込
む
の
で
あ
る
。
曜
霊
は
、
日

の
こ
と
で
あ
る
。
空
隙
は
、
壁
の
隙
簡
を
い
う
。
こ
れ
は
高
所
ゆ
え

に
日
光
が
そ
の
場
所
を
照
ら
す
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
、
と
。

『
文
選
音
決
』
に
い
う
、
臓
は
、
音
は
酉
。
澱
は
、
音
は
震
、
と
。

李
周
翰
は
い
う
、
隙
は
、
穴
で
あ
る
。
自
分
の
居
る
場
所
が
高
い

こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
、
と
。

今
、
『
文
選
紗
』
と
『
文
選
音
決
』
を
調
べ
て
み
る
と
、
霞
を
椴
に

作
っ
て
い
る
。

日
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
赤
い



注①
十
洲
記
日
、
朱
霞
九
光
『
海
内
十
洲
記
』
「
出
広
間
」
に
、
「
其

北
戸
山
承
淵
山
、
入
有
塘
城
。
金
台
玉
楼
相
映
、
如
流
精
之
欠
。
光

0

0

0

0

 

碧
之
堂
、
理
華
之
室
、
紫
翠
丹
一
房
、
景
雲
燭
目
、
朱
霞
九
光
、
西
王

母
之
所
治
也
。
(
其
の
北
に
は
戸
山
・
承
端
山
、
入
り
て
塘
城
有
り
。

金
台
玉
様
相
い
映
ず
る
こ
と
、
流
精
の
欠
く
る
が
如
し
。
光
碧
の
堂
、

現
華
の
室
、
紫
翠
の
丹
一
房
、
景
雲
に
燭
日
あ
り
、
朱
霞
に
九
光
あ
り
。

西
王
母
の
治
む
る
一
助
な
り
ご
と
み
え
る
。

②

広

雅

日

、

曜

霊

、

日

也

『

広

雅

』

巻

九

上

、

釈

天

「

異

祥

」

に
、
「
朱
明
曜
霊
東
君
、
日
也
。
(
朱
明
・
曜
霊
・
東
君
は
、
自
な
り
ご

と
み
え
る
。

③

説

文

日

、

棟

、

壁

際

也

『

説

文

解

字

』

巻

十

四

下

「
隙
、
壁
際
也
。
以
白
川
川
台
小
、
台
小
亦
声
。

「
阜
部
」

γ

」

、

(
隙
は
、

占
禁
と
ー
ぷ
-
h
h
i
n

つノ
O

E
P
f
v
J
 

自
に
以
い
台
小
に
以
い
、
台
小
は
亦
た
声
ご

と
み
え
る
。

09 

10 

{
倣
腕
鑓
木
芝

凌
波
采
水
碧
}

『
文
選
集
法
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
五
)

郭
弘
山
成
(
遊
仙
)
撲
(
草
野
)

①

②

 

李
基
口
臼
、
江
賦
日
、
氷
夷
侍
浪
以
倣
脱
。
本
経
目
、
紫
芝
、

2
1

I
1
1
1
1

③

@

③

 

名
木
芝
。
洛
神
賦
呂
、
凌
波
微
歩
。
江
賦
目
、
水
碧
潜
環
。
山
海
経

呂
、
歌
山
多
水
碧
。
郭
瑛
目
、
碧
亦
玉
也
。

@
 

紗
日
、
倣
腕
、
不
拘
於
俗
、
自
得
之
貌
。
荘
子
日
、
独
与
天
地
精

初
往
、
而
不
倣
貌
於
万
物
。
碧
、
水
玉
之
類
。
赤
松
子
所
餌
。

音
決
、
倣
、
五
詰
反
。
院
、
魚
計
反
。
摘
、
知
革
反
。

呂
延
済
臼
、
倣
腕
、
縦
誕
貌
也
。
水
玉
、
仙
薬
也
。

李
善
臼
わ
く
、
江
の
賦
に
日
わ
く
、
氷
夷
浪
に
侍
り
て
以
て
倣
続

す
、
と
。
本
草
経
に
日
わ
く
、
紫
芝
は
、
一
に
木
芝
と
名
づ
く
、
と
。

洛
神
の
賦
に
日
わ
く
、
波
を
凌
い
で
微
歩
す
、
と
。
一
江
の
賦
に
日
わ

く
、
水
碧
潜
環
あ
り
、
と
。
山
海
経
に
日
わ
く
、
歌
山
水
碧
多
し
、

と
。
郭
瑛
日
わ
く
、
碧
も
亦
た
玉
な
り
、
と
。

紗
に
日
わ
く
、
倣
院
は
、
俗
に
拘
わ
ら
ず
し
て
、
自
得
す
る
貌
。

荘
子
に
日
わ
く
、
独
り
天
地
の
精
と
初
め
て
往
き
て
、
万
物
に
倣
腕

せ
ず
、
と
。
碧
は
、
水
玉
の
類
。
赤
松
子
の
餌
う
所
な
り
、
と
。

音
決
に
、
倣
は
、
五
詰
の
反
。
腕
は
、
魚
計
の
反
。
摘
は
、
知
革

の
反
、
と
。

呂
延
済

B
わ
く
、

縦
誕
の
貌
な
り
。

仙
薬
な

倣
脱
は
、

7K 
玉
は

一

O
三
頁
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(
校
勘
〕

O
氷
夷
傍
浪
以
倣
腕

傍
浪
以
倣
院
」
〈
秀
州
本
〉

O
一
名
木
芝
二
名
水
芝
」
〈
明
州
本
〉

O
呂
延
済
日
:
・
:
・
水
玉
仙
薬
品
「
済
臼
倣
腕
縦
誕
貌
木
芝
紫
芝

則
的
名
碧
玉
也
水
玉
仙
薬
也
」
〈
棟
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
〉
、
「
済

巴
倣
現
縦
誕
貌
木
芝
紫
芝
別
名
水
玉
仙
薬
」
〈
建
州
本
〉

「
水
夷
倍
浪
以
倣
脱
」

「
鴻
夷

〈
尤
刻
本
〉
、

(訳〕李
善
は
い
う
、
「
江
賦
」
に
、
「
氷
夷
は
波
に
乗
っ
て
騒
り
高
ぶ
る
」

と
あ
る
。
『
本
草
経
』
に
は
、
「
紫
芝
は
、
あ
る
い
は
木
芝
と
よ
ば
れ

る
」
と
あ
る
。
「
洛
神
賦
」
に
は
、
「
波
を
乗
り
越
え
て
、
そ
の
上
を

ゆ
っ
く
り
と
歩
く
」
と
あ
る
。
ま
た
「
江
賦
」
に
、
「
水
碧
・
潜
環
が

あ
る
」
と
あ
る
。
『
山
海
経
』
に
は
、
「
歌
山
に
は
水
碧
が
多
い
」
と

あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
郭
撲
は
、
「
碧
も
同
じ
く
玉
で
あ
る
」
と
い
う
、

と

司
文
選
紗
』
に
い
う
、
倣
脱
は
、

世
俗
に
束
縛
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

o 
E 

自
ら
そ
の
状
態
に
満
足
し
て
楽
し
む
さ
ま
で
あ
る
。
『
荘
子
』
に
は
、

「
天
地
自
然
の
神
妙
な
働
き
と
は
じ
め
て
往
来
し
な
が
ら
、
万
物
に

お
い
て
騒
り
た
か
ぶ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
」
と
あ
る
。
碧
は
、

水
晶
の
類
で
あ
り
、
赤
松
子
が
服
用
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
。

吋
文
選
音
決
』
に
い
う
、
倣
は
、
五
詰
の
反
。
鋭
は
、
魚
計
の
反
。

摘
は
、
知
革
の
反
、
と
。

呂
延
済
は
い
う
、
倣
脱
は
、
勝
手
気
ま
ま
に
ふ
る
ま
う
さ
ま
で
あ

る
。
水
玉
は
、
仙
薬
で
あ
る
、
と
。

〔注〕①
江
賦
日
、
氷
夷
傍
浪
以
倣
続
郭
瑛
「
江
賦
」
に
、
「
泳
夷
傍
浪

以
倣
脱
、
江
妃
含
噸
而
鵬
砂
。
(
沫
夷
浪
に
侍
り
て
以
て
倣
視
し
、
江

妃
瀕
/
を
含
ん
で
腕
砂
す
ご
と
み
え
る
。
「
沫
夷
」
は
、
水
神
の
名
。
『
山

海
経
』
巻
十
一
一
「
海
内
北
経
」
に
、
「
従
極
之
端
、
深
三
百
保
、
維
氷

0

0

 

夷
恒
都
駕
。
氷
夷
人
面
、
乗
雨
龍
。
(
従
極
の
湖
、
深
さ
三
百
保
、
維

れ
氷
夷
恒
に
都
す
。
氷
夷
人
面
に
し
て
、
雨
龍
に
乗
る
ご
と
あ
り
、

郭
撲
は
「
氷
夷
は
、
病
夷
な
り
」
と
注
す
る
。
ま
た
「
倣
脱
」
に
つ

い
て
、
李
善
は
「
自
寛
縦
不
正
之
貌
。
(
自
ら
寛
縦
に
し
て
正
し
か
ら

ざ
る
貌
ご
と
い
う
。



②
本
草
経
日
、
紫
芝
、
一
名
木
芝
『
本
草
経
』
は
、
『
神
農
本
草

経
』
の
こ
と
。
供
書
。
全
三
巻
、
あ
る
い
は
四
巻
と
い
わ
れ
る
。
著

者
未
詳
。
中
国
最
古
の
本
草
書
で
あ
り
、
成
立
は
紀
元
前
後
か
ら
後

漢
、
三
国
時
代
と
説
が
分
か
れ
て
い
る
。
内
容
は
一
年
の
日
数
に
あ

わ
せ
た
三
百
六
十
五
の
鉱
物
、
植
物
、
動
物
由
来
の
生
薬
を
上
中
下

品
に
分
け
て
一
記
載
し
た
も
の
。
こ
の
条
は
、
た
と
え
ば
、
森
立
之
輯

『
神
農
本
草
経
』
(
嘉
永
七
年
序
刊
)
巻
上
「
紫
芝
」
な
ど
に
輯
供
さ

れ
て
い
る
。

③
洛
神
賦
目
、
凌
波
微
歩
貌
の
曹
植
「
洛
神
賦
」
(
『
文
選
』
巻

十
九
)
に
、
「
陵
波
微
歩
、
羅
磯
生
態
。
(
波
を
陵
い
で
微
歩
し
、
羅

糠
慶
を
生
ず
ご
と
み
え
る
。
こ
の
詩
句
に
つ
い
て
、
李
善
は
「
陵

波
市
磯
生
塵
、
ニ
一
一
口
神
人
異
也
。
(
波
を
陵
い
で
磯
震
を
生
ず
は
、
神

人
の
異
を
言
う
な
り
ご
と
い
い
、
呂
向
は
「
歩
於
水
波
之
上
如
産
生

也
。
(
水
波
の
上
を
歩
い
て
塵
生
ず
る
が
如
き
な
り
ご
と
い
う
。

④
江
賦
目
、
水
碧
潜
環
「
江
賦
」
に
、
「
其
下
期
金
磯
丹
機
、
雲

精
燭
銀
、
的
効
那
落
魂
、
水
碧
潜
瑠
。
(
其
の
下
に
は
則
ち
金
磯
丹
機
、

雲
精
燭
銀
、
域
別
措
堵
魂
、
水
碧
潜
溶
あ
り
ご
と
み
え
る
。

⑤
山
海
経
白
、
歌
山
多
水
碧
『
山
海
経
』
巻
四
「
東
山
経

「
又
南
三
百
里
日
歌
山
、
無
草
木
、
多
水
碧
、
多
大
蛇
。

又

た
南に

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
五
)

郭
弘
州
民
(
遊
仙
)
瑛
(
重
野
)

百
里
を
歌
山
と
白
う
、
草
木
無
く
、
水
碧
多
く
、
大
蛇
多
し
ご
と
み

え
、
そ
の
郭
撲
の
注
に
「
亦
た
水
玉
の
類
」
と
あ
る
。

⑥
荘
子
日
:
:
:
而
不
倣
硯
於
万
物
『
荘
子
』
天
下
篇
に
、
「
独
与

天
地
精
神
往
来
、
市
不
数
倒
於
万
物
、
不
謎
是
非
、
以
与
世
俗
処
。
(
独

り
天
地
の
精
神
と
往
来
し
て
、
万
物
に
数
促
せ
ず
、
是
非
を
議
め
ず
、

以
て
世
俗
と
処
る
ご
と
み
え
る
。

⑦
赤
松
子
所
餌
「
赤
松
子
」
は
、
上
古
の
他
人
。
神
農
氏
の
と

き
の
雨
を
つ
か
さ
ど
る
神
『
列
仙
伝
』
巻
上
「
赤
松
子
」
に
、
「
赤
松

0

0

0

 

子
者
、
神
農
時
雨
師
也
。
服
水
玉
、
以
教
神
農
。
能
入
火
自
焼
。
(
赤

松
子
な
る
者
は
、
神
農
の
時
の
雨
師
な
り
。
水
玉
を
服
し
て
、

神
農
に
教
う
。
能
く
火
に
入
り
て
自
ら
焼
く
)
」
と
あ
る
。

以
て

11 

12 

矯
掌
望
煙
客
】

{
砂
然
万
里
遊

む

②

李
善
日
、
神
仙
伝
、
若
土
謂
虚
数
日
、
五
口
一
挙
千
万
里
。
説
文
日
、

i
l
i
t
i
t
i
l
-
-

③
 

矯
、
挙
手
也
。
郭
瑛
遊
仙
詩
呂
、
駕
鴻
乗
紫
煙
。

仕
立

紗
日
、
客
、
一
一
一
一
口
万
里
遜
煙
霞
之
中
、
去
人
間
為
客
也
。
水
中
生

玉
芝
、
渉
海
向
蓬
莱
上
市
取
之
、
去
地
万
里
至
畑
霞
。
康
日
、
催
企

一

O
五
頁
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以
柏
実
方
自
、
赤
松
以
水
玉
乗
畑
。

而
随
熔
上
下
。

音
決
、
妙
、
亡
小
反
。

呂
延
済
日
、
煙
客
、
仙
人
也
。

③
 列

仙
伝
白
、
南
封
子
積
火
白
焼

李
善

B
わ
く
、
神
仙
伝
に
い
う
、
若
の
土
産
数
に
謂
い
て
日
わ
く
、

吾
れ
一
挙
に
し
て
千
万
里
す
、
と
。
説
文
に
日
わ
く
、
矯
は
、
手
を

挙
ぐ
る
な
り
、
と
。
郭
撲
の
遊
仙
詩
に
日
わ
く
、
精
を
駕
し
て
紫
煙

に
乗
る
、
と
。

紗
に
日
わ
く
、
客
は
、
万
里
に
し
て
煙
霞
の
中
を
遜
遊
し
、

を
去
り
て
客
と
為
る
を
言
う
な
り
。
水
中
玉
芝
を
生
ず
る
に
、
海
を

渉
っ
て
蓬
莱
上
に
向
か
い
て
之
を
取
り
、
地
を
去
る
こ
と
万
里
に
し

て
熔
震
に
至
る
。
税
山
康
白
わ
く
、
侵
径
は
柏
の
実
を
以
て
方
目
た
り
、

赤
松
は
水
玉
を
以
て
畑
に
乗
る
、
と
。
列
仙
伝
に
日
わ
く
、
富
封
子

は
火
を
積
ん
で
自
ら
焼
き
、
市
し
て
畑
に
随
い
て
上
下
す
、
と
。

音
決
に
、
紗
は
、
亡
小
の
反
、
と
。

呂
延
済
臼
わ
く
、
煙
客
は
、
仙
人
な
り
、
と
。

人
間

[
校
勘
〕

一

Q
ハ
頁

O
神
仙
伝
:
:
:
五
口
一
挙
千
万
里
「
神
仙
伝
日
:
:
:
五
口
一
挙
千
里
」

〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
因
子
監
本
・
明
川
本
・
秀
州
本
・
建
川
本
〉

O
矯
挙
手
也
「
矯
挙
也
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
昌
子
監
本
・
明

州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
呂
延
済
日
煙
客
仙
人
也
「
済
日
矯
掌
挙
手
白
煙
客
仙
人
也
」
〈
棟

八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

〔訳〕李
善
は
い
う
、
『
神
仙
伝
』
に
は
、
「
あ
る
道
士
が
慮
敷
に
、
『
わ
し

は
一
度
で
千
里
の
彼
方
ま
で
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
』
と
い
っ
た
」

と
あ
る
。
『
説
文
』
に
は
、
「
矯
は
、
手
を
挙
げ
る
こ
と
で
あ
る
」
と

い
う
。
郭
撲
の
「
遊
仙
詩
」
に
は
、
「
大
鳥
を
乗
り
物
と
し
て
操
り
紫

の
雲
気
に
乗
っ
て
ゆ
く
」
と
あ
る
、
と
。

吋
文
選
紗
』
に
い
う
、
客
と
は
、
万
里
の
彼
方
で
雲
気
の
中
を
自

由
に
遊
び
ま
わ
り
、
世
俗
か
ら
離
れ
て
客
と
な
る
こ
と
を
い
う
の
で

あ
る
。
水
中
で
玉
芝
が
生
じ
れ
ば
、
海
を
渡
っ
て
蓬
莱
山
ま
で
赴
い

て
こ
れ
を
採
取
し
、
地
上
か
ら
遠
く
万
里
を
離
れ
て
雲
気
に
至
る
の

で
あ
る
。
替
康
は
い
う
、
「
偲
径
は
い
砲
の
実
を
食
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て

四
角
い
目
と
な
り
、
赤
松
は
水
晶
を
食
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
雲
気
に



と
。
『
列
仙
伝
』
に
は
、
「
岱
問
封
子
は
火
を
積

み
あ
げ
て
自
ら
の
体
を
焼
き
、
そ
し
て
そ
の
煙
に
乗
っ
て
上
昇
し
た

り
下
降
し
た
り
し
た
」
と
あ
る
、
と
。

『
立
日
決
』
に
い
う
、
紗
は
、
亡
小
の
反
、
と
。

呂
延
済
は
い
う
、
煙
客
と
は
、
仙
人
の
こ
と
で
あ
る
、
と
。

乗
る
よ
う
に
な
っ
た
」

注①
神
仙
伝
:
・
・
:
五
口
挙
千
万
里
こ
の
一
文
、
い
ま
の
『
神
仙
伝
』

に
は
み
え
ず
、
輯
侠
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
お

そ
ら
く
は
侠
文
で
あ
ろ
う
。
「
虚
数
」
は
、
戦
国
、
燕
の
人
。
始
皇
帝

の
命
を
受
け
、
博
士
と
な
っ
て
神
仙
を
求
め
た
が
、
の
ち
に
亡
命
し

た
。
吋
准
南
子
』
巻
十
二
「
道
応
訓
」
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
伺
文
が
み
え

る。
ぃ
虚
数
波
平
北
海
、
:
・
:
・
見
一
士
鷲
。
深
田
而
玄
費
、
一
俣
注
市
鳶
一
屑
、

豊
上
市
殺
下
、
軒
軒
然
方
連
風
而
舞
。
顧
見
虚
数
、
慢
然
下
其
皆
、

遜
逃
平
碑
。
慮
数
就
十
問
視
之
、
方
倦
亀
殻
而
食
蛤
梨
。
慮
数
与
之

語
日
、
唯
数
為
背
群
離
党
。
窮
観
於
六
合
之
外
者
、
非
数
市
己
乎
。

敷
幼
而
好
済
、
至
長
不
愉
。
周
行
四
極
、
唯
北
陰
之
未
開
、
今
卒

賭
夫
子
於
是
。
子
殆
可
与
数
為
友
乎
。
若
士
者
、
醤
然
部
笑
日
、

司
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
五
)

郭
弘
農
(
遊
仙
)
撲
(
草
野
)

曜
、
子
中
州
之
民
。
寧
肯
而
遠
至
此
。
此
猶
光
平
日
月
市
載
列
星
、

陰
陽
之
一
助
行
、
四
時
之
所
生
。
其
比
夫
不
名
之
地
、
猶
突
奥
山
山
。

若
我
、
南
波
乎
関
市
良
之
野
、
北
怠
平
沈
墨
之
郷
、
西
窮
内
目
冥
之
党
、

東
関
鴻
濠
之
先
。
比
其
下
無
地
市
上
無
天
、
聴
駕
無
関
、
視
駕
無

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

嘱
。
此
其
外
猶
有
汰
沃
之
氾
。
其
余
一
挙
而
千
万
里
、
五
口
猶
未
能
之

。在。
今
子
済
始
於
此
。
乃
語
窮
観
、
量
不
亦
遠
哉
。
然
子
処
失
。

吾
与
汗
漫
、
期
子
九
咳
之
外
。
五
口
不
可
以
久
駐
。
若
士
挙
管
市
城

身
、
遂
入
雲
中
。

(
慮
数
北
海
に
悦
び
、
:
:
:
一
士
を
見
る
。
深
自
に
し
て
玄
費
、

一
俣
注
に
し
て
鳶
一
屑
、
豊
上
に
し
て
殺
下
、
軒
軒
然
と
し
て
方
に
風

を
迎
え
て
舞
う
。
顧
み
て
虚
数
を
見
、
慢
然
と
し
て
其
の
皆
を
下

し
、
碑
に
遜
逃
す
。
慮
数
就
き
て
之
を
視
れ
ば
、
方
に
亀
殻
に
倦

ま
り
て
蛤
梨
を
食
ら
う
。
ぃ
涯
教
之
と
語
り
て
日
わ
く
、
唯
だ
数
の

み
群
に
背
き
党
を
離
る
る
と
為
す
。
六
合
の
外
に
窮
観
す
る
者
は
、

数
の
み
に
非
ざ
る
か
。
数
幼
に
し
て
携
を
好
み
、
長
ず
る
に
至
り

て
泳
せ
ず
。
四
極
を
周
行
す
る
も
、
唯
だ
北
陰
の
み
之
れ
未
だ
調

わ
ざ
る
に
、
今
卒
に
夫
子
を
是
に
賭
る
。
子
殆
ん
ど
放
と
友
為
る

べ
き
か
、
と
。
若
の
な
る
者
、
奮
然
と
し
て
笑
い
て
臼
わ
く
、

寧
ん
ぞ
肯
え
て
遠
く
此
に
至
れ
る
や
。

5喜

子
中
州
の
民
な
り
。

一
(
〉
七
頁
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比一

此
れ
猶
お
日
月
に
光
ら
さ
れ
て
列
星
を
戴
き
、
陰
陽
の
行
る
所
、

四
時
の
生
ず
る
所
な
り
。
其
れ
夫
の
不
名
の
地
に
比
す
れ
ば
、
猶

お
突
奥
の
ご
と
き
な
り
。
我
の
若
き
は
、
南
は
同
震
の
野
に
波
び
、

北
は
沈
塁
の
郷
に
患
い
、
西
は
官
冥
の
党
を
窮
め
、
東
は
鴻
濠
の

先
を
間
関
く
。
此
れ
其
の
下
に
地
無
く
し
て
、
上
に
天
無
く
、
穂
け

ど
も
関
ゆ
る
こ
と
無
く
、
視
れ
ど
も
暢
ゆ
る
こ
と
無
し
。
此
れ
其

の
外
に
猶
お
汰
沃
の
氾
有
り
。
其
の
余
は
一
挙
に
し
て
千
万
里
な

る
も
、
五
口
れ
猶
お
未
だ
之
に
在
る
こ
と
能
わ
ず
。
今
子
の
済
ぶ
こ

と
此
に
始
ま
る
。
乃
ち
窮
観
を
語
る
こ
と
、
量
に
亦
た
遠
か
ら
ず

や
。
然
れ
ど
も
子
処
れ
。
吾
れ
汗
漫
と
、
九
咳
の
外
に
期
す
。
吾

れ
以
て
久
し
く
駐
ま
る
べ
か
ら
ず
、
と
。
若
の
士
管
を
挙
げ
て
身

を
嫁
ま
せ
、
遂
に
雲
中
に
入
る
)

②
説
文
呂
、
矯
、
挙
手
也
『
説
文
解
字
』
五
下
「
矢
部
」
に
は
、

「
矯
、
探
箭
符
也

o
A
矢
、
喬
声
。
(
矯
は
、
箭
を
採
る
符
な
り
。
矢

に
以
う
、
喬
の
声
ご
と
あ
り
、
李
善
の
引
用
と
は
異
な
る
。
ま
た
、

十
二
上
「
手
部
」
に
は
、
「
嬬
、
挙
手
也
。
以
手
、
喬
声
。
一
日
、
橋
、

檀
也
。
(
掃
は
、
手
を
挙
ぐ
る
な
り
。
手
に
円
以
う
、
喬
の
声
。
一
に
日

わ
く
、
橋
は
、
撞
な
り
、
と
ご
と
あ
り
、
恐
ら
く
は
李
善
は
こ
れ
に

基

づ

い

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

。

の

文

字

に

つ

い

て

、

「
矯
」
と
「
橋
」

一
O
八
頁

段
玉
裁
は
「
引
申
之
、
凡
挙
皆
目
橋
。
古
多
霞
矯
為
之
。
淘
淵
明
日
、

持
矯
首
而
還
観
。
王
逸
注
楚
辞
日
、
矯
、
挙
也
。
(
之
を
引
申
し
て
、

凡
そ
挙
は
皆
な
橋
と
臼
う
。
古
え
は
多
く
矯
を
段
り
て
之
と
為
す
。

掬
淵
明
〈
帰
去
来
辞
〉
日
わ
く
、
時
に
首
を
矯
げ
て
還
観
す
、
と
。

王
逸
楚
辞
〈
九
章
「
借
諦
」
〉
に
注
し
て
日
わ
く
、
矯
は
、
挙
な
り
、

と
ご
と
注
す
る
。

③
郭
瑛
遊
仙
詩
目
、
駕
鴻
乗
紫
煙
「
遊
仙
詩
」
其
三
に
、
「
赤
松

臨
上
遊
、
駕
鴻
乗
紫
煙
。
(
赤
松
は
上
遊
に
臨
み
、
鴻
を
駕
し
て
紫
煙

に
乗
る
ご
と
み
え
る
。
「
赤
松
」
は
、
前
述
の
赤
松
子
。
『
列
仙
伝
』

巻
上
「
赤
松
子
」
に
、
「
赤
松
子
者
、
神
農
時
雨
師
也
。
服
水
玉
、
以

教
神
曲
展
。
能
入
火
白
焼
。
往
往
至
昆
罷
山
上
、
常
止
西
王
母
苓
室
中
、

随
風
雨
上
下
。
炎
帝
少
女
追
之
、
亦
得
仙
倶
去
。
至
高
辛
持
、
復
為

雨
師
。
今
之
雨
師
、
本
是
駕
。
(
赤
松
子
な
る
者
は
、
神
曲
肢
の
時
の
雨

師
な
り
。
水
玉
を
版
し
、
以
て
神
農
に
教
う
。
能
く
火
に
入
り
て
自

ら
焼
く
。
往
往
に
し
て
昆
嶺
山
上
に
至
り
、
常
に
西
王
母
の
石
室
の

中
に
止
ま
り
、
風
雨
に
槌
い
て
上
下
す
。
炎
帝
の
少
女
之
を
追
い
、

亦
た
仙
を
得
て
倶
に
去
る
。
高
辛
の
持
に
至
り
、
復
た
雨
姉
と
為
る
。

今
の
雨
師
は
、
是
れ
に
本
づ
く
な
り
ご
と
あ
る
。
ま
た
『
捜
神
記
』

「
赤
松
子
」
(
も
と
『
法
苑
株
林
』
巻
七
十
九
に
引
く
)
に
も
こ

巻



れ
と
き
わ
め
て
類
似
す
る
文
が
み
え
る
。

④
懇
康
日
:
・
:
・
赤
松
以
水
玉
乗
姻
愁
康
「
答
難
養
生
論
」
(
戴
明

揚
『
愁
康
集
校
注
』
巻
第
四
所
収
)
に
、
「
催
佳
以
松
実
方
目
、
赤
松

以
水
玉
乗
熔
。
(
催
径
は
松
の
実
を
以
て
方
自
た
り
、
赤
松
は
水
玉
を

以
て
焔
に
乗
る
ご
と
み
え
る
。
「
催
往
」
は
、
上
古
の
仙
人
。
『
列
仙

伝
』
巻
上
「
催
俊
」
に
、
「
保
金
者
、
機
山
採
薬
父
也
。
好
食
松
実
。

形
体
生
毛
、
長
数
寸
、
雨
宮
更
方
。
能
飛
行
、
逐
走
馬
。
以
松
子
選

発
、
発
不
暇
服
也
。
松
者
、
簡
松
也
。
時
人
受
級
者
、
皆
至
二
三
百

歳
駕
。
(
催
佳
な
る
者
は
、
椀
山
の
採
薬
の
父
な
り
。
好
ん
で
松
の
実

を
食
ら
う
。
形
体
に
毛
を
生
ず
る
こ
と
、
長
さ
数
寸
に
し
て
、
両
目

は
更
に
方
た
り
。
能
く
飛
行
し
て
、
走
馬
を
逐
う
。
松
の
子
を
以
て

尭
に
遺
る
も
、
完
服
す
る
に
蝦
あ
ら
ざ
る
な
り
。
松
は
、
簡
松
な
り
。

時
人
受
け
て
服
す
る
者
、
皆
な
二
三
百
歳
に
至
る
ご
と
あ
る
。
こ
れ

も
『
捜
神
記
』
巻
一
「
僅
住
」
(
も
と
『
法
苑
株
林
』
巻
七
十
八
に
引

く
)
に
も
こ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
文
章
が
み
え
る
。

⑤
列
仙
伝
日
、
借
用
封
子
積
火
自
焼
荷
随
熔
上
下
吋
列
仙
伝
』
巻

上
「
青
封
子
」
に
、
「
信
用
封
子
者
、
黄
帝
時
人
也
。
世
伝
為
黄
帝
陶
正
。

0

0

0

 

有
人
過
之
、
為
其
掌
火
、
能
出
五
色
煙
。
久
則
以
教
封
子
。
封
子
積

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

火
白
焼
、
而
槌
煙
気
上
下
。
視
其
灰
嬢
、
猶
有
其
骨
。
時
人
共
葬
於

明
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
五

郭
弘
農
(
遊
仙
)
撲
(
重
野
)

故
謂
之
寵
封
子
駕
。
(
宿
封
子
な
る
者
は
、
黄
帝
の
時
の

世
よ
伝
え
て
黄
帝
の
陶
正
と
為
る
。
人
の
之
に
過
ぐ
る
有

其
の
為
に
火
を
掌
る
に
、
能
く
五
色
の
煙
を
出
す
。
久
し
う
し

て
則
ち
以
て
封
子
に
教
う
。
封
子
火
を
積
み
て
自
ら
焼
き
、
而
し
て

煙
気
に
随
い
て
上
下
す
。
其
の
灰
燈
を
視
る
に
、
猶
お
其
の
骨
有
り
。

時
人
共
に
宿
北
の
山
中
に
葬
る
。
故
に
之
を
宿
封
子
と
謂
う
ご
と
み

え
る
。
や
は
り
『
捜
神
記
』
巻
一
「
甫
封
子
」
(
も
と
『
法
苑
株
林
』

巻
一
吉
一
十
五
に
引
く
)
に
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
が
み
え
る
。

り人青
な北
り山
。中

13 

U
H

【
永
得
安
期
術

宣
愁
濠
氾
迫
}

①

②

 

李
善
日
、
列
仙
伝
日
、
安
期
生
自
言
千
歳
。
楚
辞
日
、
日
出
湯
谷
、

次
予
濠
氾
。

紗
目
、
列
仙
伝
日
、
安
期
生
売
薬
於
海
中
、
時
人
ニ
一
一
口
得
千
歳
。
始

皇
誇
見
之
、
与
語
三
日
、
錫
之
玉
壁
。
無
何
悉
捨
之
市
去
、
留
主
回
以

玉
駕
為
報
鷲
。
又
ニ
一
一
口
、
後
十
年
、
求
我
於
蓬
莱
山
平
。
故
始
皇
遺
徐

福
入
海
求
之
、
風
波
不
得
進
也
。
濠
氾
、
日
没
処
0

4

一
一
口
得
長
生
、
不

③
 

憂
老
至
所
迫
。
天
文
士
山
云
、
日
至
子
悲
泉
、
是
謂
懸
車
、
至
子
虞
灘
、

一
O
九
頁
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1m 

是
謂
黄
昏
、
至
子
濠
氾
、
是
謂
人
定
。

音
決
、
氾
、
音
似
。
迫
、
音
伯
。

呂
延
済
日
、
安
期
、
古
仙
人
。
術
、
仙
方
。
言
得
此
仙
方
、
不
愁

歳
月
之
追
於
濠
氾
世
。

陸
善
経
目
、
濠
氾
追
、
方
暮
年
也
。

李
善
臼
わ
く
、
列
仙
伝
に
日
わ
く
、
安
期
生
自
ら
千
歳
と
言
う
、

と
。
楚
辞
に
臼
わ
く
、
日
は
湯
谷
よ
り
出
で
て
、
濠
氾
に
次
る
、
と
。

紗
に
日
わ
く
、
列
仙
伝
に
日
わ
く
、
安
期
生
薬
を
海
中
に
売
り
、

時
人
千
歳
を
得
る
と
言
う
。
始
皇
之
に
見
え
ん
こ
と
を
請
い
、
与

に
語
る
こ
と
三
目
、
之
に
玉
壁
を
錫
う
。
何
ば
く
も
無
く
し
て
悉
く

さ
I

く
せ
き

之
を
捨
て
て
去
り
、
書
を
留
め
て
玉
駕
を
以
て
報
と
為
す
。
又
た
言

う
、
後
十
年
、
我
を
蓬
莱
山
に
求
め
ん
か
、
と
。
故
に
始
皇
徐
福
を

遣
わ
し
て
入
海
し
て
之
を
求
め
し
む
る
も
、
風
波
あ
り
て
進
む
を
得

ざ
る
な
り
。
濠
氾
は
、
日
の
没
す
る
処
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
長
生

を
得
て
、
老
い
の
至
り
て
迫
る
所
を
憂
え
、
ざ
る
な
り
。
天
文
志
に
云

う
、
日
悲
泉
に
至
る
、
日
疋
れ
を
懸
車
と
謂
い
、
虞
淵
に
至
る
、
是
れ

を
黄
昏
と
謂
い
、
濠
氾
に
至
る
、
是
れ
を
人
定
と
謂
う
、
と
。

音
決
に
、
氾
は
、
音
似
。
迫
は
、
音
伯
、
と
。

二
O
頁

呂
延
済
日
わ
く
、
安
期
は
、
古
の
仙
人
な
り
。
術
は
、
仙
方
な
り
。

言
う
こ
こ
ろ
は
此
の
他
方
を
得
な
ば
、
歳
月
の
濠
氾
に
迫
る
を
愁
え

ざ
る
な
り
、
と
。

陸
善
経
日
わ
く
、

り
、
シ
」
。

濠
氾
の
迫
る
は
、

方
に
暮
年
な
ら
ん
と
す
る
な

〔
校
勘
〕

O
安
期
生
自
言
千
歳
「
安
期
先
生
白
言
千
歳
」

本
・
国
子
監
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

0
5
出
湯
谷
「
出
於
場
谷
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
因
子
監
本
・

明
川
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
呂
延
済
臼
:
・
・
:
術
伯
方
・
:
:
・
不
愁
歳
月
之
追
於
濠
氾
也

臼
:
・
:
・
術
仙
方
也
濠
氾
日
入
之
処
:
・
・
:
不
愁
歳
月
迫
於
濠
氾
」

郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建
州
本
〉

〈
尤
刻
本
・
胡
刻「

済

〈
陳
八

[訳〕李
善
は
い
う
、
『
列
仙
伝
』
に
は
、
「
{
女
間
所
生
が
自
ら
千
歳
で
あ
る

と
い
っ
た
」
と
あ
る
。
『
楚
辞
』
に
は
、
「
太
陽
は
明
け
方
に
湯
谷
よ

り
あ
ら
わ
れ
て
、
暮
れ
時
に
は
濠
氾
に
宿
る
」
と
あ
る
、
と
。



『
文
選
紗
』
に
い
う
、
『
列
仙
伝
』
に
は
、
「
{
女
期
生
は
、
海
中
で

薬
を
売
っ
て
お
り
、
当
時
の
人
々
は
彼
が
千
歳
も
の
長
寿
を
得
て
い

る
と
口
々
に
い
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
始
皇
帝
は
安
期
生
に
会
い
た
い

と
申
し
入
れ
、
共
に
三
百
三
晩
語
り
合
い
、
彼
に
玉
佳
品
を
与
え
た
。

し
か
し
安
期
生
は
い
く
日
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
こ
れ
を
捨
て
て
立

ち
去
り
、
書
面
を
遺
し
て
玉
の
駕
を
そ
の
返
礼
と
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
安
期
生
は
、
『
の
ち
十
年
し
て
、
私
を
蓬
莱
山
ま
で
捜
し
に
来

て
も
ら
い
た
い
』
と
い
っ
た
。
そ
の
た
め
始
皇
帝
は
徐
福
を
海
へ
派

遣
し
て
安
期
生
を
捜
索
さ
せ
た
が
、
風
浪
に
遭
っ
て
先
に
進
む
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
濠
氾
は
、
太
揚
が
沈
む
場
所
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
安
期
生
の
術
で
長
生
を
得
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
老
い
が
差
し
迫
る
の
を
憂
え
る
必
要
が
な
く
な
る
こ
と
を
い
う

の
で
あ
る
。
天
文
志
に
は
、
「
太
陽
が
悲
泉
に
至
る
時
分
を
懸
車
と
い

い
、
虞
械
に
至
る
時
分
を
黄
昏
と
い
い
、
濠
氾
に
至
る
持
分
を
人
定

と
い
う
」
と
あ
る
、
と
。

『
文
選
立
日
決
』
に
い
う
、
氾
は
、
音
は
似
。
迫
は
、
立
日
は
倍
、
と
。

呂
延
済
は
い
う
、
安
期
は
、
古
の
他
人
で
あ
る
。
術
は
、
他
人
の

用
い
る
方
術
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
安
期
の
用
い
た
仙
術
を

会
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歳
月
が
あ
た
か
も
濠
氾
に
沈
む
太
陽
の

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
五
)

郭
弘
農
(
遊
仙
)
撲
(
草
野
)

人
が
老
年
に
差
し
迫
る
こ
と
を
憂
え
る
必
要
が
な
く
な
る

こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
、
と
。

陸
善
経
は
い
う
、
濠
氾
が
追
る
と
は
、

か
か
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
。

ご
と
く
、

ま
さ
に
人
が
老
年
に
差
し

注①
列
似
伝
目
、
安
期
生
自
言
千
歳
『
列
仙
伝
』
巻
上
「
{
女
期
先。。

生
」
に
、
「
{
女
期
先
生
者
、
浪
邪
卒
郷
人
也
。
売
薬
於
東
海
辺
。
時
人

0

0

0

0

0

 

皆
言
千
歳
翁
。
秦
始
皇
東
遊
、
請
見
、
与
語
三
日
三
夜
、
賜
金
壁
度

数
十
万
、
出
於
阜
郷
亭
、
皆
置
去
。
留
意
日
以
赤
玉
馬
一
量
為
報
、
日
、

後
数
年
、
求
我
於
蓬
茶
山
。
始
皇
即
遣
使
者
徐
市
虚
生
等
数
百
人
入

海
、
未
至
蓬
莱
山
、
腕
逢
風
波
市
還
。
立
洞
阜
郷
亭
海
辺
十
数
処
云
。

(
{
女
期
先
生
は
、
浪
邪
の
阜
郷
の
人
な
り
。
薬
を
東
海
の
辺
に
売
る
。

時
人
皆
な
千
歳
の
翁
と
言
う
。
秦
の
始
皇
の
東
遊
す
る
や
、
見
え
ん

こ
と
を
語
い
、
与
に
語
る
こ
と
三
日
三
夜
、
金
壁
を
賜
う
こ
と
数
十

万
に
度
る
も
、
阜
郷
亭
よ
り
出
づ
る
や
、
皆
な
置
き
去
る
。
書
を
留

め
て
赤
玉
の
門
馬
一
量
を
以
て
報
と
為
し
、
日
わ
く
、
後
数
年
、
我
を

蓬
莱
山
に
求
め
よ
、
と
。
始
皇
即
ち
使
者
の
徐
市
・
慮
生
ら
数
百
人

を
遣
わ
し
て
海
に
入
ら
し
む
る
も
、
未
だ
蓬
莱
山
に
至
ら
ざ
る
に
、

頁
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頁

組
ち
風
波
に
逢
い
て
還
る
。
一
料
を
阜
郷
亭
の
海
辺
十
数
処
に
立
っ
と

云
う
ご
と
み
え
、
こ
こ
で
は
他
人
が
千
歳
翁
と
称
し
た
と
い
う
。

0

0

0

0

0

 

②
楚
辞
臼
:
・
:
・
次
予
濠
氾
『
楚
辞
』
天
間
に
、
「
出
自
湯
谷
、
次

0

0

0

 

子
蒙
氾
。
自
明
及
晦
、
所
行
幾
皇
。
(
湯
谷
自
り
出
で
て
、
蒙
氾
に
次

る
。
明
白
り
し
て
砲
に
及
ぶ
、
行
く
所
幾
里
ぞ
ご
と
み
え
、
王
逸
は

「
次
、
合
也
。
氾
、
水
涯
也
。
言
日
出
東
方
湯
谷
之
中
、
暮
入
西
極

蒙
水
之
涯
也
。
(
次
は
、
合
な
り
。
氾
は
、
水
涯
な
り
。
ニ
一
一
口
う
こ
こ
ろ

は
日
は
東
方
湯
谷
の
中
よ
り
出
で
て
、
暮
に
は
西
極
蒙
水
の
涯
に
入

る
な
り
ご
と
注
す
る
。

③
天
文
士
山
云
:
:
:
是
謂
人
定
こ
こ
で
い
う
「
天
文
士
山
」
は
『
准

南
子
』
天
文
訓
を
さ
す
。
そ
こ
に
は
、
「
至
子
悲
泉
、
愛
止
其
女
、
愛

息
其
馬
、
是
謂
県
車
。
至
子
虞
淵
、
日
疋
謂
黄
昏
。
至
子
蒙
谷
、
是
謂

定
氏
自
。
日
入
子
虞
淵
之
氾
、
曙
於
蒙
谷
之
浦
、
行
九
州
七
合
、
有
五

億
万
七
千
三
百
九
里
、
亙
円
以
為
朝
昼
氏
日
夜
。
(
悲
泉
に
至
り
て
、
愛
に

其
の
女
を
止
め
、
愛
に
其
の
罵
を
息
わ
し
む
、
日
疋
れ
を
県
車
と
謂
う
。

虞
猟
に
至
る
、
日
疋
れ
を
黄
昏
と
謂
う
。
蒙
谷
に
至
る
、
是
れ
を
定
昏

と
謂
う
。
日
虞
燃
の
氾
に
入
り
、
蒙
谷
の
浦
に
曙
く
、
九
州
七
合
を
行

る
こ
と
、
五
億
万
七
千
三
百
九
里
有
り
、
志
向
ち
て
以
て
朝
昼
昏
夜
と

と
い
う
。

(
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
)

為
す
)
」
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